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不
朽
の
名
作
、 一 
堂
に

丸
山
晩
霞
記
念
館
開
館 ○ 特集  丸山晩霞を知る（2～9）

○ 税のワンポイント特集（10～15）



（２００６年１１月）



生
い
立
ち

　

丸
山
健
作
（
雅
号
晩
霞
）
は
幕
末

の
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）
５
月

３
日
に
、
養
蚕
・
蚕
種
製
造
業
を
営

む
農
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
仕
事
柄
、
父
が
横
浜
へ
行
き
来

し
、
健
作
少
年
は
み
や
げ
の
極
彩
色

の
錦
絵
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
村
の
庄
屋
で
あ
っ

た
晩
霞
の
家
の
蔵
に
は
、
珍
し
い
舶

来
品
の
品
々
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
虫
干
し
の
日
を
晩
霞
は
心
待
ち

に
し
て
い
た
と
い
い
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
洋
画
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ 
丸
山
晩
霞
の
人
生
。

美
術
の
勉
強
を
し
た

少
年
〜
青
年
期

　
　

歳
の
こ
ろ
か
ら
山
ノ
内
町
の
南

１３
画
家
に
師
事
し
、　

歳
で
上
京
し
て

１８

勧
画
学
舎
に
入
学
。
翌
年
に
は
帰
郷

し
、
そ
の
後
母
校
で
あ
る
祢
津
小
学

校
で
代
用
教
員
を
務
め
、
油
彩
の
肖

像
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。

　

明
治　

年
に
再
び
上
京
し
、
明
治

２１

　

年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
に
初
め
て

２３油
彩
の
大
作
を
発
表
し
て
入
選
。
し

か
し
翌
年
に
は
、
家
庭
の
事
情
も

あ
っ
て
帰
郷
、
家
事
の
手
伝
い
な
ど

を
し
て
絵
に
専
念
で
き
な
い
日
々
を

送
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

丸
山
晩
霞
の
歩
み

 
西
暦

１
８
６
７

（
慶
応
３
・
１
歳
）

１
８
７
９

（
明
治　

・　

歳
）

１２
１３

１
８
８
４

（
明
治　

・　

歳
）

１７
１８

１
８
８
６

（
明
治　

・　

歳
）

１９
２０

１
８
８
８

（
明
治　

・　

歳
）

２１
２２

１
８
８
９

（
明
治　

・　

歳
）

２２
２３

１
８
９
０

（
明
治　

・　

歳
）

２３
２４

１
８
９
５

（
明
治　

・　

歳
）

２８
２９

１
８
９
６

（
明
治　

・　

歳
）

２９
３０

１
８
９
８

（
明
治　

・　

歳
）

３１
３２

１
８
９
９

（
明
治　

・　

歳
）

３２
３３

 
遍
歴

５
月
３
日
、
父
平
助
、
母
け
ん
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
健
作
。

★
王
政
復
古
の
大
号
令
。

３
月
、
祢
津
村
小
学
校
卒
業
。

上
京
、
東
京
神
田
錦
町
の
勧
画
学
舎

に
学
び
、
翌
年
帰
郷
。

２
〜
５
月
頃
、
当
時
上
田
中
学
校
に

図
画
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
望

月
俊
稜
に
学
ぶ
。
こ
の
こ
ろ
、
祢
津

小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
勤
務
。

５
月
、
代
用
教
員
を
辞
し
て
上
京
、

画
塾
「
彰
技
堂
」
に
入
塾
。

★
田
中
駅
営
業
開
始
。

　

月
、
第
１
回
明
治
美
術
会
展
が
開

１０催
さ
れ
る
。
新
帰
朝
の
原
田
直
次

郎
・
松
岡
寿
ら
の
作
品
に
加
え
、
参

考
出
品
さ
れ
た
西
洋
人
作
家
の
作
品

に
触
発
さ
れ
る
。

★
祢
津
村
、
北
御
牧
村
、
そ
れ
ぞ
れ

　

合
併
に
よ
り
誕
生
。

４
月
、
第
３
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に

《
油
画
人
物
》が
入
選（
丸
山
健
策
名
）。

帰
郷
し
て
定
津
院
住
職
よ
り「
晩
霞

天
秀
」の
法
名
を
受
け
る
。以
後
号
を

「
晩
霞
」・
印
を「
天
秀
」と
す
る
。

初
夏
、
群
馬
県
沼
田
市
付
近
で
写
生

中
の
吉
田
博
と
知
り
合
い
、
水
彩
画

に
関
心
を
持
つ
。

初
夏
、
吉
田
博
と
と
も
に
信
州
・
飛

騨
地
方
に
写
生
旅
行
。

★
祢
津
小
学
校
の
新
校
舎
落
成
。

明
治
美
術
会
創
立　

周
年
記
念
展
に

１０

水
彩
画　

点
を
出
品
。

２５

吉
田
博
の
紹
介
で
、
三
宅
克
己
と
知

り
合
う
。
三
宅
か
ら
渡
米
を
勧
め
ら

れ
る
。同
じ
頃
、大
下
藤
次
郎
を
知
る
。

（２００６年１１月）

▲若いころの晩霞 （左）、右は画家の河合新蔵

北佐久郡志賀村（現佐久市）でキノコ狩りをした
時の晩霞（右）と島崎藤村（明治37年）

明治３７年茸狩りの記念撮影（左端が丸山晩霞）
明治３３年１２月ボストンアートクラブにて 祢津村の生家



吉
田
博
と
の
出
会
い

水
彩
画
の
道
を
歩
む

　

晩
霞
と
い
え
ば
水
彩
画
の
巨
匠
。
な

ぜ
晩
霞
は
水
彩
画
を
描
く
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
晩
霞
が
水
彩
画
に
開

眼
し
た
の
は
明
治　

年
、　

歳
の
時
で

２８

２９

す
。
そ
れ
は
、
あ
る
人
と
の
偶
然
の
出

会
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

家
の
仕
事
で
群
馬
県
沼
田
市
に
い
た

晩
霞
は
、
利
根
川
の
清
流
を
写
生
し
て

い
た
あ
る
青
年
画
家
に
出
会
い
、
彼
の

絵
に
胸
を
貫
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
緻

密
な
描
写
で
風
景
の
香
り
ま
で
も
写
し

取
っ
た
よ
う
な
水
彩
画
だ
っ
た
の
で
す
。

青
年
画
家
の
名
は
吉
田
博
、
こ
の
時　
２０

歳
。
話
し
合
う
う
ち
に
二
人
は
共
鳴
し
、

そ
の
夜
は
共
に
宿
を
と
っ
て
語
り
明
か

し
た
と
い
い
ま
す
。

　

翌
年
、
二
人
は
共
に
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
に
ス
ケ
ッ
チ
登
山
に
出
か
け
ま
し

た
。
二
人
は
深
く
親
交
を
結
び
、
晩
霞

の
画
家
と
し
て
の
生
活
に
一
大
転
機
を

も
た
ら
し
た
の
で
す
。
時
代
は
明
治
、

白
黒
の
写
真
で
す
ら
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
信
州
の
風
景
を
、
晩
霞

は
色
鮮
や
か
な
水
彩
画
で
人
々
に
伝
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
水
彩
画
家
丸

山
晩
霞
の
本
格
的
な
足
跡
が
こ
こ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

明
治
初
期
の
日
本
画

壇
と
晩
霞

　

日
本
で
本
格
的
に
洋
画
が
盛
ん
に

な
っ
た
の
は
、
明
治
９
年
工
部
美
術
学

校
創
立
に
際
し
て
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
専

門
家
を
招
い
て
正
統
な
洋
画
が
教
え
ら

れ
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
水
彩
画
は
、
明
治　

年
代
に
日

３０

本
の
画
家
の
作
品
が
欧
米
で
高
い
評
価

を
得
て
、
黄
金
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
明
治
期
の
美
術
界
で
、
信

州
出
身
の
洋
画
の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ

る
の
が
、
丸
山
晩
霞
と
伊
那
市
出
身
の

中
村
不
折
で
し
た
。
晩
霞
は
水
彩
画
、

不
折
は
油
彩
画
で
、
美
術
団
体
「
太
平

洋
画
会
」
の
重
鎮
と
な
っ
た
の
で
す
。

大
成
功
の
渡
米
、欧
州

を
順
礼

　

明
治　

年
、
晩
霞
は
明
治
美
術
会
創

３１

立　

周
年
記
念
展
に
水
彩
画　

点
、
ま

１０

２５

た
そ
の
翌
年
に
も
多
数
の
水
彩
画
を
出

品
し
、
内
国
勧
業
博
覧
会
以
来
再
び
画

壇
に
登
場
し
ま
し
た
。
外
遊
か
ら
帰
国

し
て
新
進
気
鋭
の
人
気
画
家
だ
っ
た 
三 み

 
宅  
克  
己 
が
こ
れ
ら
の
絵
に
感
服
し
、
以

や
け 
こ
っ 
き

後
親
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
り
、
三
宅
克

己
は
小
諸
に
転
居
し
て
、
と
も
に
画
架

を
並
べ
て
写
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
　

丸
山
晩
霞
の
歩
み

 
西
暦

１
９
０
０

（
明
治　

・　

歳
）

３３
３４

１
９
０
１

（
明
治　

・　

歳
）

３４
３５

１
９
０
２

（
明
治　

・　

歳
）

３５
３６

１
９
０
４

（
明
治　

・　

歳
）

３７
３８

１
９
０
５

（
明
治　

・　

歳
）

３８
３９

１
９
０
７

（
明
治　

・　

歳
）

４０
４１

１
９
０
８

（
明
治　

・　

歳
）

４１
４２

１
９
０
９

（
明
治　

・　

歳
）

４２
４３

１
９
１
１

（
明
治　

・　

歳
）

４４
４５

１
９
１
２

（
明
治　
４５

大
正
元
・　

歳
）

４６

１
９
１
３

（
大
正
２
・　

歳
）

４７

１
９
１
５

（
大
正
４
・　

歳
）

４９

 
遍
歴

ほ
か
の
３
人
と
と
も
に
横
浜
港
を
出

港
し
、
渡
米
。
ボ
ス
ト
ン
で
６
人
に

よ
る
水
彩
画
展
を
開
催
。

プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
水

彩
画
展
開
催
、
好
評
を
博
す
。
そ
の

後
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス

な
ど
各
国
を
旅
行
。
神
戸
港
に
帰
着
。

★
境
橋
完
成
開
通
。

晩
霞
ら
は
明
治
美
術
会
を
改
称
し

「
太
平
洋
画
会
」
を
創
立
。
三
宅
克

己
の
後
任
と
し
て
小
諸
義
塾
図
画
教

師
に
就
任
。
青
木
繁
、
坂
本
繁
次
郎

ら
祢
津
を
訪
れ
る
。

島
崎
藤
村
、
小
説
「
水
彩
画
家
」
発

表
。

★
北
御
牧
小
学
校
新
築
校
舎
完
成
。

小
諸
義
塾
を
辞
し
て
上
京
、
後
進
の

指
導
に
あ
た
る
。

★
祢
津
郵
便
局
開
局
。

晩
霞
、『
水
彩
画
法
女
性
と
趣
味
』
刊

行
。
島
崎
藤
村
の
「
水
彩
画
家
」
で

モ
デ
ル
問
題
起
こ
る
。

小
笠
原
群
島
を
旅
行
。

長
野
県
下
で
頒
布
会
を
開
催
。

★
浅
間
山
大
爆
発
。

神
戸
を
出
港
し
、
渡
欧
。
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
の

各
地
を
取
材
旅
行
。

７
月
初
旬
帰
国
、
８
月
〜　

月
に
か

１０

け
て
飛
騨
の
山
岳
地
方
を
取
材
旅
行
。

滞
欧
記
念
水
彩
画
展
覧
会
を
開
催
。

ほ
か
の
画
家
ら
と
と
も
に
「
日
本
水

彩
画
会
」
を
創
立
。

★
北
御
牧
村
青
年
会
発
足
。

《
犀
川
の
秋
》
が
宮
内
省
買
上
と
な

る
。

（２００６年１１月）

明治44年、神戸港を
出発する晩霞

▲晩霞たちの成功を伝えるアメリカの新聞

明治44～４５年頃
イギリスにて
（右端が丸山晩霞）

渡欧途中の
船上にて

　

明
治　

年
、
三
宅
克
己
の
熱
心
な
励

３３

ま
し
に
動
か
さ
れ
、
ほ
か
の
画
家
３
人

と
と
も
に
渡
米
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き

の
渡
米
は
国
費
に
よ
る
留
学
生
と
は
違

い
、
片
道
切
符
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て

現
地
で
絵
を
売
り
、
そ
の
収
入
で
世
界

を
写
生
旅
行
す
る
と
い
う
も
の
で
、
ま

さ
し
く
冒
険
そ
の
も
の
で
し
た
。
す
で

に
現
地
入
り
し
て
い
た
２
人
と
合
流
し
、

６
人
で
展
覧
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

一
万
人
以
上
の
入
場
者
、
数
千
ド
ル
単

位
の
売
上
げ
を
記
録
す
る
な
ど
の
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
は
じ
め
は
「
ど

う
な
る
こ
と
か
」
と
不
安
げ
に
送
り
出

し
た
祢
津
村
で
は
、
突
然
ア
メ
リ
カ
か

ら
巨
額
の
為
替
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
驚
き
と
歓
喜
に
満
ち
た
と
い
い

ま
す
。



　

そ
の
後
晩
霞
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
順
礼
の

旅
を
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、

当
時
の
美
術
団
体
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

「
明
治
美
術
会
」
の
新
会
務
委
員
に
選

ば
れ
る
な
ど
、
画
家
と
し
て
の
地
位
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
自
然
研
究
に
努

力
す
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
晩

霞
ら
は
明
治
美
術
会
を
改
革
し
て
「
太

平
洋
画
会
」
を
結
成
、
明
治　

年
ご
ろ

３５

か
ら
数
年
間
、
水
彩
画
は
ま
さ
に
そ
の

黄
金
時
代
と
い
え
る
く
ら
い
に
盛
ん
に

な
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
晩
霞
も
そ
の

け
ん
引
役
と
な
っ
た
の
で
す
。

小
説「
水
彩
画
家
」の

モ
デ
ル
問
題
―
島
崎

藤
村
ら
と
交
わ
る

　

島
崎
藤
村
は
小
諸
義
塾
の
教
師
で

あ
っ
た
関
係
で
晩
霞
と
親
交
を
結
ぶ
間

柄
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
明
治　

年
、

４０

藤
村
の
小
説
「
水
彩
画
家
」
の
こ
と
で

晩
霞
と
モ
デ
ル
問
題
を
起
こ
し
、
世
間

を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。
晩
霞
の
抗
議
は
、

小
説
の
主
人
公
が
晩
霞
の
私
生
活
の
ま

る
う
つ
し
で
あ
り
、
世
間
の
誤
解
を
受

け
る
こ
と
を
遺
憾
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

モ
デ
ル
問
題
は
と
も
か
く
、
こ
の
こ

と
が
社
会
現
象
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
晩
霞
が
そ
れ
だ
け
当
時
の
社
会
に

注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

指
導
と
普
及
に
尽
力

し
た
晩
霞

　

明
治　

年
、
晩
霞
は
再
び
上
京
、
盟

３８

友
で
あ
る 
大  
下  
藤  
次  
郎 
と
と
も
に
太
平

お
お 
し
た 
と
う 
じ 
ろ
う

洋
画
会
研
究
所
、
日
本
水
彩
画
会
研
究

所
で
後
進
の
指
導
に
務
め
ま
し
た
。
明

治　

年
に
は
２
回
目
と
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ

４４
パ
旅
行
を
行
い
、
多
く
の
作
品
を
描
い

て
い
ま
す
。
翌
年
帰
国
し
て
帝
国
ホ
テ

ル
で
滞
欧
記
念
水
彩
画
展
覧
会
を
開
催

し
、
大
正　

年
に
は
中
国
・
イ
ン
ド
の

１２

各
地
で
巡
回
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
そ

の
活
動
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

晩
霞
の
晩
年

　

昭
和
７
年
、
晩
霞
は
「
国
産
水
絵
用

材
研
究
会
」
の
発
起
人
と
な
り
、
そ
れ

ま
で
輸
入
品
だ
け
に
依
存
し
て
い
た
画

用
資
材
を
国
産
に
切
り
か
え
る
こ
と
に

努
力
し
ま
し
た
。
ま
た
昭
和　

年
に
祢

１１

津
村
の
旧
画
室
を
改
築
し
て
ア
ト
リ
エ

 
羽 は 
衣 

ご
ろ
も 

荘 
が
落
成
し
、
そ
こ
で
研
究
を
続

そ
う

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
病
を
わ

ず
ら
う
よ
う
に
な
り
、
昭
和　

年
３
月

１７

４
日
、
晩
霞
が
終
生
愛
し
つ
づ
け
た
こ

の
ふ
る
さ
と
の
羽
衣
荘
で　

歳
の
生
涯

７６

を
終
え
た
の
で
す
。

没
し
て
も
消
え
な
い

晩
霞
の
足
跡

　

当
時
の
画
家
の
大
半
は
上
京
し
て
著

名
な
画
家
に
師
事
し
な
が
ら
研
究
や
制

作
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
晩
霞
は
ふ
る

さ
と
信
州
に
こ
だ
わ
り
、
自
然
を
愛
し

て
田
園
や
山
岳
風
景
な
ど
を
描
き
つ
づ

け
ま
し
た
。
ま
た
水
彩
画
に
こ
だ
わ
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
画
家
と
し
て
美
術
界
に

そ
の
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
没

後
太
平
洋
画
会
員
の
手
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
墓
碑
銘
に
は
「
水
彩
画
家　

丸

山
晩
霞
こ
こ
に
眠
る
」
と
き
ざ
ま
れ
て

い
ま
す
。

 
西
暦

１
９
１
７

（
大
正
６
・　

歳
）

５１

１
９
２
０

（
大
正
９
・　

歳
）

５４

１
９
２
１

（
大
正　

・　

歳
）

１０
５５

１
９
２
３

（
大
正　

・　

歳
）

１２
５７

１
９
２
５

（
大
正　

・　

歳
）

１４
５９

１
９
２
６

（
大
正　

昭
和

１５

元
・　

歳
）

６０
１
９
２
９

（
昭
和
４
・　

歳
）

６３

１
９
３
０

（
昭
和
５
・　

歳
）

６４

１
９
３
２

（
昭
和
７
・　

歳
）

６６

１
９
３
６

（
昭
和　

・　

歳
）

１１
７０

１
９
４
０

（
昭
和　

・　

歳
）

１５
７４

１
９
４
２

（
昭
和　

・　

歳
）

１７
７６

 
遍
歴

朝
鮮
半
島
に
初
め
て
旅
行
。
各
地
の

風
景
・
仏
教
寺
院
等
を
ス
ケ
ッ
チ
。

田
中
町
常
田
の
法
善
寺
で
関
清
風
・

油
井
小
渓
と
と
も
に「
釈
迦
八
相（
一

代
）」
を
制
作
。

在
京
長
野
県
出
身
画
家
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
信
濃
美
術
協
会
に
参
加
。

北
海
道
旭
川
市
に
旅
行
。

翌
年
ま
で
震
災
救
済
を
目
的
と
し
た

展
覧
会
開
催
の
た
め
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
、
イ
ン
ド
を
旅
行
。

第　

回
日
本
水
彩
画
会
展
に
、
中

１２
国
・
イ
ン
ド
の
風
景
画
を
特
別
展
示
。

★
祢
津
小
学
校
、
ラ
ジ
オ
を
取
り
付

　

け
る
。

樺
太
へ
写
生
旅
行
。

★
布
引
鉄
道
開
通
。

満
州
（
中
国
東
北
地
方
）
へ
旅
行
、

大
連
市
に
約
一
か
月
滞
在
。

★
大
日
向
駐
在
所
新
築
完
成
。

台
湾
を
旅
行
。

★
東
部
実
科
中
学
校
設
立
。

「
国
産
水
絵
用
材
研
究
会
」
の
結
成

に
参
加
、
発
起
人
と
な
る
。

★
五
・
一
五
事
件
。

「
日
本
山
岳
画
協
会
」
創
立
。
創
立

会
員
と
し
て
参
加
。

祢
津
に
ア
ト
リ
エ
「
羽
衣
荘
」
を
新

築
、
落
成
式
を
開
催
。

★
二
・
二
六
事
件
。

献
納
画
の
取
材
の
た
め
南
洋
諸
島
へ

旅
行
、
サ
イ
パ
ン
島
、
パ
ラ
オ
島
等

を
取
材
。
帰
国
後
病
を
得
て
羽
衣
荘

で
療
養
生
活
。

３
月
４
日
、
羽
衣
荘
で
死
去
、
享
年

　

歳
。

７６

（２００６年１１月）

新築当時の
羽衣荘

羽衣荘の前に
立つ晩霞

大正13年、
インドにて

▲西宮に静かにたつ墓碑銘

参
考
文
献
�
東
部
町
誌
編
纂
委
員
会
『
東
部
町
誌
歴
史
編
上
・
下
』
平
成
２
年
３
月
�
北
御
牧
村
誌
編
纂
委
員
会
『
北
御
牧
村
誌
歴
史
編
Ⅱ
』
平
成　

年
５
月

１１

　
　
　
　

�
東
部
町
誌
編
纂
委
員
会
『
東
部
町
歴
史
年
表
』
昭
和　

年
９
月
�
北
御
牧
村
閉
村
式
典
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」

６１



Ⅱ 
晩
霞
の
絵
の
魅
力
と
精
神
世
界
。

自
然
の
美
し
さ
を
追
求
。

初夏の高原
　大正期に書かれたものではないかと推測
され、晩霞の大作といえる。この題名は晩
霞本人が付けたかどうかわからないが、誰
が見てもこの題名を思わせるほど初夏独特
の季節感、高原の空気が表されている。紙
の白さを生かした透明な表現と、力強さを
出すための不透明な表現が部分的に併用さ
れている。メインとなる樹木を中央に据え
ており、晩霞作品としては大胆な構図が特
徴的である。

霧と 石楠花 
しゃくなげ

　晩霞が多く描いた山岳風景の中でも代
表的な作品。実際にスケッチした写実と
空想の世界とを合わせたような不思議な
作品といえる。前景に高山植物、背景に
雪山、その中間に高山を象徴する岩、霧
が配置されており、現実にあった風景と
は考えられないが、晩霞の取材の蓄積か
ら彼独自の世界を描いている。水彩画の
技法であるが、日本画も多く手がけた晩
霞らしく、日本画の構図を水彩画にも用
いたものであるといえる。

昔の羽衣荘（羽衣荘の庭）
　いつの制作かは分からないが、
自宅の庭を描いており、夏の季節
感がよく感じられる。季節感のあ
る花、その花のある庭と建物が描
かれており、どれかひとつを注目
して描いたというよりは、全体か
ら感じられるものを表現している
作品である。技法としては典型的
な透明水彩であり、何気ない身近
な自然を表した晩霞らしい作品と
いえる。

解説者の紹介
 林 　　 誠  さん
はやし まこと

　長野県伊那文化会館学芸員。丸山晩霞を含む近代日本洋画に関する展
覧会を数多く手がけている。展覧会カタログなどの著述も多い。丸山晩
霞研究の第一人者。

（２００６年１１月）

霧と石楠花

昔の羽衣荘（羽衣荘の庭）

初夏の高原



明
治
、大
正
、昭
和
―
晩
霞
が
遺
し
た
功
績

生
き
つ
づ
け
た
郷
土
の
自
然
を
愛
す
る
心

　

晩
霞
は
水
彩
画
の
制
作
と
普
及
に
大

き
な
功
績
を
遺
し
た
画
家
で
し
た
。
制

作
と
い
う
点
で
は
、「
名
所
旧
跡
の
風

景
が
日
本
の
美
し
さ
で
あ
る
」
と
す
る

価
値
観
が
浸
透
し
て
い
た
時
代
に
、
晩

霞
が
身
近
に
あ
る
山
、
名
も
な
い
丘
、

日
常
の
庭
先
、
一
般
の
人
が
暮
ら
す
農

村
な
ど
を
鮮
や
か
な
水
彩
画
で
描
い
て

み
せ
た
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
を
驚
か

せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
々
が
住
ま
う

地
域
の
美
し
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
力
を

持
っ
て
お
り
、「
自
然
と
美
し
さ
」
に
対

　

晩
霞
は
水
彩
画
で
何
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
晩
霞
の
絵
は

ほ
と
ん
ど
が
自
然
風
景
を
描
い
た
も
の

で
す
。
晩
霞
は
、
そ
の
場
に
い
た
人
間

に
し
か
分
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
自
然

が
生
み
出
す
「
感
じ
」
や
「
雰
囲
気
」

な
ど
、
晩
霞
が
自
然
か
ら
感
じ
た
「
何

か
」
を
人
々
に
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は

晩
霞
の
絵
に
際
立
つ
特
徴
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
は
絵
を
通
し
て
、
そ
の

「
何
か
」
を
晩
霞
と
語
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

　

晩
霞
が
自
然
に
美
意
識
を
見
い
だ
し

た
原
点
は
、
東
御
市
に
生
ま
れ
、
そ
の

自
然
と
文
化
の
中
で
育
っ
た
感
受
性
豊

か
な
少
年
時
代
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
登
山
や
普
段
の
暮
ら
し
の
中
か
ら

自
然
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
を
見
い
だ
し
、

自
然
に
対
す
る
尊
敬
、
畏
敬
の
気
持
ち

を
抱
い
た
の
で
し
ょ
う
。
晩
霞
の
芸
術

活
動
の
根
源
に
は
、
故
郷
へ
の
尽
き
な

い
愛
情
が
あ
り
、
そ
れ
は
終
生
晩
霞
の

心
の
中
に
生
き
続
け
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
晩
霞

は
故
郷
を
描
く
と
き
だ
け
作
風
が
変
わ

る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
、
晩
霞
の
自

然
に
対
す
る
姿
勢
は
、
有
名
な
と
こ
ろ

で
も
無
名
な
と
こ
ろ
で
も
、
あ
る
い
は

日
本
で
も
海
外
で
も
変
わ
る
こ
と
の
な

（２００６年１１月）

千曲川（橋） アンバレー村　英国の初夏杓薬畑

す
る
価
値
観
を
大
き
く
変
え
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
晩
霞
は

明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
、
人
々

に
影
響
を
与
え
続
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
晩
霞
は
水
彩
画
の
普
及
に
尽

力
し
た
画
家
で
し
た
。
講
習
所
で
後
進

の
指
導
に
あ
た
っ
た
り
、
美
術
団
体
の

要
職
に
就
い
た
り
、
県
内
で
も
頒
布
会

を
開
い
た
り
な
ど
活
動
は
多
岐
に
渡
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
雑
誌
へ

エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
し
た
り
、
絵
葉
書
の

口
絵
を
描
い
た
り
、
水
彩
画
の
入
門
書

を
出
版
し
た
り
と
、
水
彩
画
は
誰
で
も

手
軽
に
親
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

普
及
し
、
美
術
家
の
み
な
ら
ず
一
般
の

人
々
の
創
作
意
欲
を
大
い
に
刺
激
ま
し

た
。

　

誰
も
が
学
校
で
一
度
は
体
験
す
る
水

彩
画
。
こ
こ
ま
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
な
っ

た
の
は
、
晩
霞
を
中
心
と
し
た
水
彩
画

家
の
功
績
な
の
で
す
。

い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

郷
土
の
自
然
へ
の
愛
情
を
根
源
に
、
そ

の
思
い
を
「
普
遍
的
な
美
の
世
界
」
へ

高
め
て
い
く
才
能
と
技
術
を
持
ち
合
わ

せ
た
画
家
が
晩
霞
で
あ
り
、
ゆ
え
に
ど

こ
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
た

誰
が
見
て
も
郷
土
愛
や
郷
愁
の
念
を
起

こ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
晩
霞
の
絵
が

私
た
ち
の
前
に
あ
る
の
で
す
。

（
監
修　

林　

誠
学
芸
員
）

参
考
文
献
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と
日
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の
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の
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私
の
家
が
羽
衣
荘
の
す
ぐ
近
く
で
、
父
が
晩
霞
先
生
と

と
も
に
小
諸
義
塾
で
教
師
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
先

生
と
は
家
族
ぐ
る
み
で
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
と
て
も
正
直
で
親
切
、
嘘
な
ど
つ
け
な
い
方
で
、

近
所
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
畑
に
出
る

と
い
つ
も
「
お
茶
を
飲
ん
で
い
け
」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
り
、
仕
事
を
す
る
こ
と
よ
り
先
生
と
話
す
こ
と
が
楽
し

く
、
畑
の
こ
と
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
思
い

出
も
あ
り
ま
す
。
羽
衣
荘
に
は
よ
く
名
士
が
訪
ね
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
度
に
私
た
ち
を
招
い
て
く
だ
さ
る
の
で
、

着
替
え
を
も
っ
て
畑
に
出
た
ほ
ど
で
す
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
お
茶
飲
み
話
を
し
て
い
た
と
き
、
先

生
が
突
然
「
号
を
く
れ
る
わ
」
と
言
い
出
し
、「
霞
」
の

字
を
と
っ
て
「
小
霞
」
と
い
う
号
を
お
く
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
私
は
こ
の
号
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
芸
術
活
動
に
身
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
作
品
に
は

そ
の
人
の
気
持
ち
が
赤
裸
々
に
表
わ
れ
る
も
の
で
す
。
先

生
の
絵
は
清
ら
か
で
濁
り
が
な
く
、
先
生
の
絵
は
ま
さ
に

先
生
そ
の
も
の
で
す
。

　

先
生
が
最
期
を
迎
え
る
と
き
、
私
は
枕
元
に
い
ま
し
た
。

先
生
は
苦
し
む
こ
と
な
く
静
か
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
時
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
先
生
は
私
の
心
の
な
か
で

今
も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

 高  橋 　 節 さん
たか はし せつ

高橋節さん…大正４年生まれ、
小諸市在住。日本人形作家。
東御市で人形教室を開き、多
くの門下生に慕われている。

 山  越 　 英 世   さん
やま こし ひで よ

山越英世さん…大正１３年生ま
れ、西宮在住。晩霞他界後、
短歌の一派「アララギ」に入
る。丸山晩霞記念館建設推進
委員会初代会長。

 荻  原 　 芳 雄   さん
おぎ わら よし お

荻原芳雄さん…昭和１０年生ま
れ、田中在住。日本水彩画会
会員、同会上田支部長。東御
美術会会長。

　

家
の
田
が
羽
衣
荘
の
近
く
に
あ
り
、
私
は
子
ど
も
の
と

き
か
ら
田
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
昔
は
ポ
ッ
ト
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
羽
衣
荘
に
よ
く
水
を
も
ら
い
に
行
っ

た
の
で
す
。
先
生
は
私
に
「
小
さ
い
の
に
よ
く
だ
ね
え
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
絵
は
も
ち
ろ
ん
、
俳
句
の
大
家
で
も
あ
り
ま

し
た
。
先
生
は
少
年
だ
っ
た
私
に
「
俳
句
を
し
な
い
か
」

と
声
を
か
け
、
私
に
「
琴
聲
」
と
い
う
号
を
お
く
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
俳
句
を
つ
く
っ
て
は
先
生
に
見
て
い
た

だ
こ
う
と
、
よ
く
羽
衣
荘
を
訪
れ
ま
し
た
。
先
生
は
俳
句

大
会
で
一
番
に
な
っ
た
人
に
色
紙
を
贈
っ
て
い
て
、
私
も

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
一
点
一
点
が
先
生
の
思
い
出
と
と
も

に
、
私
の
宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
ご
病
気
の
と

き
は
近
所
の
人
た
ち
で「
お
百
度
参
り
」を
し
ま
し
た
。
温

厚
で
人
間
味
が
あ
り
、
誰
か
ら
も
慕
わ
れ
る
先
生
で
し
た
。

　

先
生
が
他
界
さ
れ
て
か
ら
後
も
私
は
俳
句
を
続
け
、
短

歌
の
世
界
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
い
つ
も
先
生
が

遺
し
て
く
れ
た
写
実
・
写
生
の
精
神
を
大
切
に
し
て
、
歌

を
よ
ん
で
い
ま
す
。
い
た
だ
い
た
短
冊
の
中
に
、
私
が
大

事
に
し
て
い
る
先
生
の
句
が
あ
り
ま
す
。

「
山
高
し　

高
し 
雲
雀 
は　

よ
り
高
く
」

ひ

ば

り

　

先
生
と
の
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
は
晩
霞
先
生
と
は
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

が
水
彩
画
を
習
っ
た
先
生
方
は
、「
祢
津
美
術
会
」
を
つ

く
っ
て
い
た
方
た
ち
で
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
私
の
先

生
方
は
晩
霞
本
人
や
、
作
品
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
東
御
の
地
に
は
、
晩
霞
の
水
彩
画
の
流
れ
が
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
日
本
水
彩
画
会
の
会
員
で
す
が
、
丸
山
晩
霞
と
い

え
ば
私
た
ち
の
会
の
先
駆
者
で
あ
り
、
全
国
の
水
彩
画
家

の
尊
敬
を
集
め
て
い
る
人
で
す
。
私
は
晩
霞
の
水
彩
画
を

多
く
見
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
思
う
こ
と
は
、
晩
霞

の
絵
こ
そ
我
々
水
彩
画
家
の
原
点
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
東
御
市
は
、
県
下
に
お
い
て
も
水
彩
画
が
盛
ん
な

地
域
で
、
人
口
、
質
と
も
に
突
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

晩
霞
と
い
う
巨
匠
が
こ
の
地
に
し
っ
か
り
水
彩
画
を
遺
し
、

諸
先
輩
が
ず
っ
と
守
り
、
私
た
ち
が
受
け
継
い
で
い
る
こ

と
の
証
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

将
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
記
念
館
を
訪
れ
、
東
御

の
文
化
と
も
い
え
る
水
彩
画
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

Ⅲ 
晩
霞
に
惹
か
れ
て
や
ま
な
い
人
た
ち
・
・
・
。

（２００６年１１月）
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私
は
晩
霞
先
生
に
小
学
生
の
こ
ろ
よ
く
お
会
い
し
、

羽
衣
荘
で
開
か
れ
た
展
覧
会
で
絵
を
見
た
と
き
の
感
動

は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
丸
山
晩
霞
記
念
館
建
設
推
進
委
員
会
が

創
設
さ
れ
、
記
念
館
の
実
現
を
目
指
し
て
多
く
の
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
先
生
の
絵
が
縁
で
新
し
く
知
り
あ
え
た
方
が

い
た
り
、
展
覧
会
が
成
功
し
た
り
と
、
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
口
に　

年
と
言
っ
て
も
そ
の
道

１８

の
り
は
長
く
、
記
念
館
開
館
を
前
に
今
は
ま
さ
に
感
無

量
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
協
力
会
を
つ
く
っ
て
記
念
館

を
支
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
晩
霞
先
生
そ
の
人
と
、

絵
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

丸
山
晩
霞
記
念
館
が
宿
願
叶
い
、
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
開
館
す
る
運
び
と
な
り
、
丸
山
晩
霞
記
念
館
建

設
推
進
委
員
会
、
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
物

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

父
が
我
が
国
の
水
彩
画
壇
に
遺
し
た
功
績
は
大
な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
山
岳
と
植
物
、
特
に
石
楠
花
に
深

い
理
解
と
親
し
み
を
持
っ
て
憧
れ
、
と
う
と
う
ヒ
マ
ラ

ヤ
ま
で
行
っ
て
以
来
、
石
楠
花
好
き
の
第
一
人
者
に
な

り
ま
し
た
。
山
岳
画
家
と
し
て
一
流
の
突
っ
込
み
方
で
、

終
始
一
貫
し
て
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

晩
霞
の
生
涯
は　

歳
と
短
命
で
し
た
が
、
本
業
の
絵

７６

を
描
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
旅
行
、
山
岳
登
頂
、

高
山
植
物
の
研
究
、
原
稿
書
き
、
講
演
な
ど
常
人
で
は

真
似
の
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

辞
世
の
句
は
「
思
う
こ
と
は　

皆
や
っ
て
眠
る　

桃

の
こ
ろ
」
で
し
た
。
あ
と　

年
も
生
き
て
民
主
主
義
の

１０

世
界
を
体
験
さ
せ
た
か
っ
た
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

 丸  山 　旭
まる やま

   さん
あさひ

（丸山晩霞五男）

今こそ大切な晩霞の心。記念館がそれを受け継ぐ。

 戸  堀 　 武 之   さん
と ぼり たけ ゆき

（丸山晩霞記念館　　　　
　　建設推進委員会会長）

資
料
提
供：

丸
山
晩
霞
記
念
館

取
材
協
力：

西
宮
区
の
皆
さ
ん
、
東
御
市
文
化
協
会
の
皆
さ
ん

開館時間：午前９時から午後５時まで
休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合翌火曜日）
　　　　　祝日の翌日・１２月２８日～１月４日
　　　　　展示替え期間
入 館 料：一　　般　２００円（団体１５０円/１５名以上）
　　　　　小中学生　１００円（団体７０円/１５名以上）
　　　　　市内の中学生以下無料
　　　　　（＊企画展は別途料金）
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私
た
ち
の
ま
ち
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ
り
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
三

位
一
体
改
革
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
の
所
得
税
か
ら

地
方
の
住
民
税
へ
３
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
県
民

税
が
平
成　

年
度
分
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

１９

　
　

月　

日
〜　

日
は
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

１１

１１

１７

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。
こ
こ
で
は
、「
税
」
に
関
心
の
あ
る
湯
の
丸
さ
ん

と
御
牧
さ
ん
が
登
場
。
皆
さ
ん
も
話
に
加
わ
っ
て
、
本

年
中
に
改
正
が
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
改
正
内
容
を
理
解
し
、
税
に
対
す

る
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
、
あ
と
２
か

月
。
年
末
調
整
に
必
要

な
生
命
保
険
支
払
証
明

書
の
準
備
を
そ
ろ
そ
ろ
始
め
な
く

て
は
。
や
っ
ぱ
り
こ
の
時
期
、
税

金
（
所
得
税
）
が
気
に
な
る
ね
。

　

そ
う
そ
う
。「
改
正
」

っ
て
言
葉
を
聞
く
と
、

よ
け
い
敏
感
よ
ね
。
も

し
か
し
て
、
今
年
も
あ
る
の
…
�

少
し
怖
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
。

　

市
報
６
月
号
に
「
市

税
条
例
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
」
と
い
う
記
事
が

載
っ
て
い
た
け
ど
、「
一
律　

％
10

フ
ラ
ッ
ト
化
」
と
か
書
い
て
あ
っ

た
わ
。
私
た
ち
に
も
影
響
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。
で
も
、
税

制
改
正
の
内
容
は
よ
く
知
ら
な
い

の
よ
。

え
〜
。
私
た
ち
の
家
計

に
影
響
す
る
話
じ
ゃ
な

い
の
�
さ
っ
そ
く
、
市

役
所
に
行
っ
て
み
よ
う
よ
。

 
市
役
所
で
・
・
・

　

お
年
寄
り
が
い
る
家

庭
で
は
、
年
金
の
所
得

計
算
が
変
わ
っ
た
た
め

に
、
今
ま
で
扶
養
と
し
て
認
め
ら

れ
た
も
の
が
そ
う
で
な
く
な
っ
た

市役所職員

税務課住民税係

で市県民税関係

を担当。

湯の丸さん（市民）

夫と子ども３人の

５人家族。夫は長

野市に勤めている。

子育てのため、現

在は主婦に専念し

ている。

御牧さん（市民）

夫と子ども２人、

おじいちゃん、お

ばあちゃんの６人

家族。夫は東御市

内に勤めている。

現在はパートタイ

マー勤務。
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り
、
私
た
ち
納
税
者
に
と
っ
て
大

変
な
一
年
で
し
た
。
い
い
意
味
で

（
�
）
税
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
よ
。

　

今
年
の
6
月
に
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
市
県
民
税

の
納
税
通
知
書
が
届
い

た
の
よ
。
内
容
は
承
知
し
て
い
た

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た

わ
。

　
　

年
度
の
税
制
改
正

１８
に
つ
い
て
、
市
報
で
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
「
何
が
、
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
」
説
明
し
て
も
ら
え

ま
す
か
。　

昨
年
の
改
正
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
お
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
し
た
。　

年
度
の
税
制
改
正

１８

に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
６
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
も

う
一
度
、
一
緒
に
確
認
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

 
１　

主
な
改
正
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
抜
粋
》

①
非
課
税
限
度
額
の
引
き
下
げ
に

伴
う
改
正

②
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
に
伴

う
改
正

③
定
率
減
税
の
廃
止

④
所
得
割
の
比
例
税
率
化
（
フ
ラ

　

ッ
ト
化
）
に
伴
う
改
正

 
①
非
課
税
限
度
額
の

　
 
引
き
下
げ
に
伴
う

 　
　
　
　
　
　
 
改
正

　

既
に
、
今
年
の
市
県

民
税
か
ら
改
正
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
県

民
税
は
均
等
割
と
所
得
割
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
扶
養
が

い
る
方
の
均
等
割
、
所
得
割
の
非

課
税
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

も
の
で
す
。

所得金額≦35万円×家族数＋加算額35万円改 正 前

所得金額≦35万円×家族数＋加算額32万円改 正 後

所得割の非課税限度額

所得金額≦35万円×家族数＋加算額17万6千円改 正 前

所得金額≦35万円×家族数＋加算額16万8千円改 正 後

均等割の非課税限度額

　

私
は
パ
ー
ト
勤
務
し

て
い
る
け
ど
、
扶
養
が

い
な
い
か
ら
こ
の
改
正

は
対
象
外
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　

は
い
。
今
ま
で
、
市

県
民
税
を
納
め
て
い
な

か
っ
た
方
で
、
あ
る
一

定
要
件
の
方
に
納
税
を
お
願
い
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
②
地
震
保
険
料
控
除

 　

の
創
設
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
  
改
正

　

こ
の
改
正
は
、
平
成

　

年
度
分
か
ら
適
用
さ

２０れ
る
も
の
で
す
が
、
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期
、

年
末
調
整
で
生
命
保
険
な
ど
の
払

込
証
明
を
お
勤
め
の
会
社
に
提
出

し
ま
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
が
契
約
し

て
い
る
損
害
保
険
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

　

私
は
、　

年
の
満
期

３０

返
戻
金
の
あ
る
建
物
更

正
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
毎
年
更
新
す

る
火
災
保
険
で
す
。

　

今
ま
で
、
損
害
保
険

料
控
除
は
契
約
期
間
の

長
さ
、
返
戻
金
の
有
無

に
よ
り
、
長
期
と
短
期
と
に
区
別

し
、
所
得
控
除
と
し
て
申
告
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

は
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
で
現
行
の
損
害
保
険
料

控
除
は
廃
止
と
な
り
、
地
震
保
険

料
に
絞
っ
て
控
除
限
度
額
を
２
万

５
千
円
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
た
だ
、

経
過
措
置
と
し
て
、
平
成　

年　
１８

１２

月　

日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損

３１
害
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
の
損
害
保
険
料

控
除
限
度
額
１
万
円
（
所
得
税
１

万
５
千
円
）
が
適
用
で
き
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
短
期
損
害
保
険

に
係
る
控
除
は
な
く
な
り
ま
す
。

　

え
〜
、
短
期
損
害
保

険
控
除
は
再
来
年
か
ら

控
除
対
象
に
な
ら
な
い

の
�
短
期
損
害
保
険
料
控
除
額
は

２
千
円
（
所
得
税
３
千
円
）
で
し

た
が
、
ジ
ワ
リ
と
く
る
改
正
で
す

ね
。

 
③
定
率
減
税
の
廃
止

　

「
定
率
減
税
」に
つ
い

て
、
昨
年
の
こ
の
特
集

で
掲
載
が
あ
り
ま
し
た

が
覚
え
て
い
ま
す
か
。

　

覚
え
て
い
ま
す
。
所

得
税
も
、
市
県
民
税
も
、

納
め
る
税
額
が
あ
る
場

合
は
、
こ
の
定
率
控
除
を
さ
れ
た

後
の
税
額
で
納
め
る
も
の
で
、
所

得
税
に
つ
い
て
は
税
額
の　

％
相

２０

当
（　

万
円
を
限
度
）
が
、
市
県

２５

民
税
で
は
税
額
の
7
・
５
％
相
当

（
2
万
円
を
限
度
）
が
減
税
さ
れ

る
も
の
で
す
ね
。

　

そ
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
定
率
減
税
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。
市
県
民
税

は
、
平
成　

年
度
（
平
成　

年
１

１９

１８

月
か
ら　

月
ま
で
に
支
払
わ
れ
る

１２

収
入
）
か
ら
、
所
得
税
は　

年
分

１９

（
平
成　

年
１
月
以
降
に
支
払
わ

１９

れ
る
収
入
）
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

※　

年
分
の
所
得
税
（
平
成　

年

１８

１８

１
月
か
ら　

月
ま
で
に
支
払
わ
れ

１２

る
収
入
）
に
つ
い
て
は
税
額
の　
１０

％
相
当
（　

万
5
千
円
を
限
度
）

１２

で
実
施
さ
れ
ま
す
。
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定
率
減
税
に
つ
い
て

は
、「
昨
年
は
半
分
、
今

回
は
廃
止
」
と
い
う
説

明
が
昨
年
に
さ
れ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
段
階
を
踏
ん
で
の

廃
止
で
す
し
、
ま
た
、
税
負
担
を

し
て
い
る
多
く
の
者
全
体
に
影
響

す
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
納
税

者
に
と
っ
て
は
痛
い
改
正
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。
本
年

度
の
市
県
民
税
で
考
え

れ
ば
、
限
度
額
等
が
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
般
に
は

約
7
・
５
％
相
当
部
分
が
税
額
控

除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
税
を
納
税

さ
れ
る
方
の
多
く
が
こ
の
改
正
の

影
響
を
受
け
、
昨
年
と
同
じ
所
得

で
あ
れ
ば
、
税
負
担
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

「
今
年
も
…
」と
思
っ

た
り
、
な
〜
ん
か
、
私

た
ち
の
税
負
担
が
増
え

る
ば
っ
か
り
…
。
た
め
息
が
出

ち
ゃ
う
。　

生
活
に
密
着
す
る
税

金
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ

数
年
の
税
制
改
正
は

「
増
税
」
感
が
強
い
わ
よ
。
社
会

全
体
を
支
え
る
仕
組
み
を
変
更
し

て
い
く
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
け

れ
ど
…
。

 
④
所
得
割
の
比
例
税

　
  
率
化
に
伴
う
改
正

　

数
年
前
か
ら
税
制
改

正
に
つ
い
て
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
三
位
一
体
の
税
制
改
正
の

目
玉
が
「
比
例
税
率
化
（
フ
ラ
ッ

ト
化
）
に
伴
う
改
正
」
で
す
。

　

地
方
団
体
（
市
町
村
）
は
国
が

国
税
と
し
て
集
め
た
財
源
の
中
か

ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
お
り
、

行
財
政
シ
ス
テ
ム
は
自
主
性
が
高

い
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。
こ
の

た
め
、「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は

　市県民税と所得税に係る定率減税の額が廃止されます。

●市県民税 （平成１９年度）
　　　　　　　　　 改正前　　　　　　　    改正後

　　市県民税所得割額の7.5％相当額　→　　廃止

　　　　　　　　（上限２万円）

●所得税 （平成１９年分） 　
　　　　　　　　　 改正前　   　　　　　   改正後

　　所得税額の10％相当額　　　　　 →　　廃止

　　　　　　　（上限12万5千円）

地
方
に
」
と
い
う
方
針
の
も
と
進

め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
、
市
町
村
が
自
主
的
に
財
源

の
確
保
を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て

真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自

ら
の
責
任
で
よ
り
効
率
的
に
行
え

る
、
国
税
か
ら
地
方
税
へ
、
税
そ

の
も
の
の
形
で
３
兆
円
の
税
源
移

譲
を
す
る
も
の
な
の
で
す
。

※納税者の負担は変わりません

　

市
県
民
税
は
、
高
所

得
者
は
税
率
が
下
が
る

け
れ
ど
、
2
0
0
万
円

未
満
の
所
得
者
は
税
率
が
ア
ッ
プ

し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
の
�

　

え
〜
、
パ
ー
ト
勤
務

の
私
の
場
合
は
増
税
に

な
っ
ち
ゃ
う
の
�
国
と

か
地
方
と
か
は
、
納
税
者
の
私
た

ち
に
は
あ
ま
り
関
係
な
い
話
だ
わ
。

よ
〜
く
、
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。



13 （２００６年１１月）

　

市
県
民
税
所
得
割
の

税
率
は
従
来
３
段
階
の

累
進
課
税
に
な
っ
て
い

ま
し
た
ね
。
こ
れ
を
所
得
の
多
い

少
な
い
に
関
わ
ら
ず
一
律　

％
の

１０

比
例
税
率
（
フ
ラ
ッ
ト
化
）
構
造

に
変
え
る
こ
と
で
、
応
益
原
則
の

明
確
化
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
市

県
民
税
所
得
割
の　

％
比
例
税
率

１０

化
（
フ
ラ
ッ
ト
化
）
に
伴
っ
て
、

国
税
（
＝
所
得
税
）
の
税
率
構
造

も
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

市
県
民
税
に
つ
い
て
は
最
低
税

率
が
５
％
↓　

％
に
引
き
上
げ
、

１０

最
高
税
率
が　

％
↓　

％
に
引
き

１３

１０

下
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
得

税
は
逆
に
最
低
税
率
が　

％
↓
５

１０

％
に
引
き
下
げ
、
最
高
税
率
が　
３７

％
↓　

％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま

４０

す
。
ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に
対

応
し
た
減
額
措
置
な
ど
も
講
じ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、

税
源
移
譲
の
前
後
で
「
市
県
民
税

＋
所
得
税
」
の
納
税
者
の
負
担
は

変
わ
ら
な
い
仕
組
み
で
す
。

 
●
人
的
控
除
の
差
と
は

　

所
得
税
も
市
県
民
税

も
、
確
か
に
課
税
率
の

合
計
を
比
べ
れ
ば
従
前

と
改
正
後
と
は
同
じ
税
率
だ
け
ど

…
…
。

　

以
前
、「
市
県
民
税

に
つ
い
て
は
、
そ
の
市

町
村
の
税
財
源
で
あ
る

た
め
、
広
く
税
負
担
を
負
う
」
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
た

め
、
所
得
税
と
市
県
民
税
の
基
礎

控
除
額
や
扶
養
控
除
額
に
相
違
が

あ
る
の
だ
と
。
こ
れ
が
人
的
控
除

額
の
差
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
税

率
構
造
が
全
面
的
に
改

め
ら
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
、

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
の

納
税
者
の
支
払
う
所
得
税
と
市
県

民
税
と
の
合
計
額
に
増
減
を
伴
う

も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

市
県
民
税
が
一
律　

％
に
比
例
税

１０

率
（
フ
ラ
ッ
ト
化
）
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
負
担
増
と
な
る
人
が
生
じ

た
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用

者
の
中
に
は
控
除
さ
れ
る
所
得
税

が
減
少
す
る
人
も
出
て
く
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ら
の
場
合
に
つ
い
て

●所得税と市県民税の税率構造の改正

現　　行

市　県　民　税所　　得　　税

税率課 税 所 得税率課 税 所 得

５％～200万円10％～330万円

10％
200万円超～
　　　700万円

20％
330万円超～
　　　900万円

13％700万円超

30％
900万円超～
　　 1,800万円

37％1,800万円超

改　正　後

市　県　民　税所　　得　　税

税率課 税 所 得税率課 税 所 得

10％

一　　律

■減税措置

　全世帯におい

て人的控除の

差を考慮した

減額措置を実

施

５％～195万円

10％
195万円超～
　　　330万円

20％
330万円超～
　　　695万円

23％
695万円超～
　　　900万円

33％
900万円超～
　　  1,800万円

40％1,800万円超

平
成　

年
度
税
制
改
正

１８
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は
市
県
民
税
で
減
額
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
人
的

控
除
額
に
よ
る
減
額
調
整
な
の
で

す
。

　

国
と
地
方
に
入
る
税

源
の
割
合
を
変
え
る
た

め
の
税
制
改
正
が
今
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま

し
た
。
税
源
の
移
譲
に
伴
っ
て
、

人
的
控
除
の
差
で
も
調
整
さ
れ
る

こ
と
で
、
私
た
ち
の
負
担
は
変
わ

ら
な
い
と
の
説
明
と
考
え
て
よ
ろ

し
い
の
で
す
ね
。

　

さ
っ
き
も
言
っ
た
け

れ
ど
、
私
た
ち
納
税
者

に
と
っ
て
は
、
国
と
か

地
方
と
か
は
関
係
な
い
こ
と
。
こ

の
改
正
が
さ
れ
た
ら
、
一
番
何
が

変
わ
る
の
か
し
ら
。

　

納
税
者
負
担
は
変
え

ず
、
国
と
地
方
と
の
税

源
移
譲
を
行
う
た
め
の

改
正
で
す
か
ら
、
目
に
見
え
る
相

違
と
し
て
は
、
収
入
所
得
年
で
確

定
す
る
所
得
税
と
、
翌
年
度
課
税

で
あ
る
市
県
民
税
の
税
額
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

税
額（
納
税
者
負
担
）

が
変
わ
ら
な
い
の
に
、

何
が
か
わ
る
の
�
よ
く

分
か
ら
な
い
わ
…
…
。

　

表
中
の
「
独
身
者
給

与
収
入
３
０
０
万
円
」

で
説
明
し
ま
す
と
、
改

正
前
と
改
正
後
で
は
、
所
得
税
と

市
県
民
税
の
納
税
額
が
お
お
よ
そ

逆
転
し
、
市
県
民
税
額
だ
け
で
み

れ
ば
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

一
概
に
全
て
の
納
税
者
が
当
て
は

ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

改
正
後
で
は
、
市
県
民
税
へ
の
税

額
が
増
え
て
い
る
の
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
給
与
収

入
者
の
場
合
で
す
と
、
月
々
の
給

与
支
払
額
か
ら
あ
る
一
定
の
計
算

で
控
除
し
て
い
る
所
得
税
と
、
納

税
通
知
書
に
よ
っ
て
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
市
県
民
税
と
、
ど
ち

ら
が
納
税
の
負
担
感
が
強
い
か
と

別表　人的控除額

控除額の差所得税市県民税

  5万円38万円33万円基 礎 控 除

  5万円38万円33万円配偶者控除

  5万円38万円33万円扶 養 控 除

18万円63万円45万円特定扶養控除

税 源 移 譲 前（単位：円）
給与収入

合　　計市県民税所 得 税

188,50064,500124,000  300万円

421,000163,000258,000   500万円

781,000307,000474,000   700万円

1,519,000553,000966,0001,000万円

税 源 移 譲 後（単位：円）

合　　計市県民税所 得 税

188,500126,50062,000

421,000260,500160,500

781,000404,500376,500

1,519,000650,500868,500

負担増減額

０円

０円

０円

０円

＝

●独身者の場合

税 源 移 譲 前（単位：円）
給与収入

合　　計市県民税所 得 税

9,0009,0000   300万円

195,00076,000119,000   500万円

459,000196,000263,000   700万円

1,130,000442,000688,0001,000万円

税 源 移 譲 後（単位：円）

合　　計市県民税所 得 税

9,0009,0000

195,000135,50059,500

459,000293,500165,500

1,130,000539,500590,500

負担増減額

０円

０円

０円

０円

＝

●夫婦＋子供２人の場合

※夫婦＋子供２人の場合、子供のうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

★住宅ローン減税について
（平成20年度から適用）

　税源移譲により税負担の変動が生じないよう、

平成１１年から平成１８年までの居住者（所得税に

おける住宅借入金等特別控除適用者）について、

申告をしていただいた上で、お住まいの市区町

村に申請していただくことで、税源移譲前と同

等の負担減となるよう、翌年度の市県民税所得

割の額から減額する経過措置が設けられました。

注
目
！
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い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
事
業
経
営

者
も
同
じ
こ
と
で
す
。
確
定
申
告

で
支
払
う
所
得
税
と
、
普
通
徴
収

に
よ
り
納
付
書
で
支
払
う
市
県
民

税
の
額
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
か
。　

私
の
夫
は
給
与
所
得

者
な
の
で
、
所
得
税
は

給
与
支
払
額
か
ら
直
接

控
除
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
年
末

調
整
で
「
還
付
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
程
度
に
し
か
思
わ
な
い
み
た

い
。
む
し
ろ
給
料
天
引
き
さ
れ
る

市
県
民
税
は
「
納
め
る
よ
り
、
取

ら
れ
る
」
と
い
う
感
覚
に
近
い
か

も
…
…
（
笑
）

　

と
い
う
こ
と
は
、
事

業
経
営
者
や
農
業
経
営

者
、
ま
た
、
給
与
収
入

者
で
普
通
徴
収
に
よ
っ
て
市
県
民

税
を
納
め
て
い
る
場
合
、
納
期
が

４
期
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

納
税
額
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
だ

か
ら
、
一
期
あ
た
り
負
担
す
る
税

額
が
ア
ッ
プ
す
る
の
�
き
つ
く
な

る
わ
〜
。　

私
が
一
番
気
に
す
る

こ
と
は
、
ズ
バ
リ
、
そ

の
こ
と
な
ん
で
す
。

　

「
昨
年
末
に
退
職
し
、
現
在
収

入
が
な
い
の
に
、
市
県
民
税
を
納

め
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
を
数
多
く
い
た
だ

き
ま
す
。
市
県
民
税
は
、
前
年
の

収
入
額
を
計
算
し
、
翌
年
度
に
課

税
す
る
と
い
う
性
格
か
ら
、
先
程

の
問
い
合
わ
せ
に
あ
る
方
で
あ
っ

て
も
、
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
違
い
と

今
回
の
改
正
が
重
な
る
こ
と
で
、

増
税
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
税

負
担
が
増
し
た
と
い
う
感
覚
は
誰

も
が
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
主
人
の
よ
う
に
、

特
別
徴
収
に
よ
っ
て

月
々
の
給
与
か
ら
天
引

き
を
行
っ
て
い
れ
ば
一
回
当
た
り

の
負
担
額
は
少
な
く
て
す
む
わ
ね
。

当
然
だ
け
ど
、
来
年
の
所
得
税
徴

収
額
は
減
る
と
考
え
て
い
い
の
よ

ね
�
ま
〜
、
収
入
の
な
い
と
き
の

こ
と
を
考
え
て
、
市
県
民
税
相
当

分
を
別
に
確
保
し
て
お
け
ば
い
い

の
か
も
ね
…
…
。

　

そ
う
ね
〜
。
個
人
営

業
し
て
い
る
私
の
友
達

は
、
税
金
を
支
払
う
期

限
を
承
知
し
て
い
て
、
上
手
に
や

り
く
り
し
て
い
た
わ
。
で
も
、
ど

う
し
て
も
納
税
で
き
な
い
場
合
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

　

納
税
は
、
公
平
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
決
め
ら
れ
た
納
期

に
納
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け

で
す
が
、
納
税
相
談
等
の
機
会
を

上
手
に
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
税
務
課
収
税
管
理
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
改
正
は
、
理

解
で
き
ま
し
た
。
所
得

税
と
市
県
民
税
の
役
割

分
担
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
納
税
者
の
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
に
最
大
限
の
配
慮
が
さ
れ

た
改
正
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
た
だ
、
全
て
が
「
制
度

改
正
」
と
い
う
説
明
で
し
た
の
で
、

や
り
き
れ
な
い
思
い
は
残
り
ま
し

た
。

　

「
税
金
は
取
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
取
っ
て
い
る

�
」
と
話
さ
れ
た
方
が

い
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
の
税
制
改

正
は
、
納
税
者
負
担
増
と
お
感
じ

に
な
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
「
地
方
で
で
き
る

こ
と
は
地
方
に
」
と
い
う
、
市
町

村
が
自
主
的
に
財
源
確
保
を
す
る

た
め
の
構
造
的
な
組
換
え
を
行
っ

て
い
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
貴
重
な

税
金
は
、
身
近
な
わ
た
し
た
ち
の

周
り
で
、
国
に
財
源
依
存
し
な
く

て
も
適
切
な
使
い
方
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

る
の
で
す
。

　

大
き
な
税
制
改
正
で

ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
税
の
負
担
は

公
平
で
す
が
、
今
年
は
国
と
地
方

の
財
布
へ
納
め
る
額
に
変
更
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
毎

年
６
月
に
納
税
通
知
書
が
届
き
ま

す
が
、「
昨
年
に
比
べ
て
何
で
高

い
の
�
」
と
思
わ
ず
に
、
税
源
移

譲
が
あ
っ
た
た
め
の
変
更
だ
と
理

解
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
少
し
ク

ラ
ク
ラ
し
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、
大
変

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

確
定
申
告
で
納
め
る

所
得
税
と
、
市
県
民
税

の
税
額
を
比
べ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
納
め
て

い
る
税
金
を
し
っ
か
り
と
確
認
し

て
「
私
た
ち
の
税
金
は
ど
の
よ
う

な
使
い
方
を
し
て
い
る
の
か
」
も

知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
正
し
い

申
告
を
す
る
た
め
に
、
来
た
る
確

定
申
告
に
備
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一
同　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

�　

―
５
８
７
７

６４
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月はははははははははははははははははははははははははははははははは青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす　　１１月は青少年健全育成強調月間です

長
野
県
で
は
こ
の
月
間
に

併
せ
有
害
環
境
排
除

県
民
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す

店
舗
施
設
チ
ェ
ッ
ク
項
目

＊
青
少
年
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
有
害
と
思

わ
れ
る
出
版
物
・
ビ
デ
オ
・
玩
具
類
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
あ
る
場
合
は
、
青
少
年
へ

の
配
慮
に
努
め
て
い
ま
す
か
。

＊
青
少
年
に
と
っ
て
有
害
と
思
わ
れ
る
環
境

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

＊
非
行
発
生
の
場
や
青
少
年
の
た
ま
り
場
に

な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
か
。

＊
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
が
で
き
な
い
よ
う

努
め
て
い
ま
す
か
。

＊
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非
行
防
止
へ
配
慮

す
る
教
育
が
従
業
員
等
に
徹
底
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

＊
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
の
指
定
が
さ
れ

て
い
ま
す
か
。
協
力
店
ス
テ
ッ
カ
ー
を
店

頭
に
掲
示
し
、
健
全
育
成
へ
の
協
力
を
実

践
し
て
い
ま
す
か
。

　

右
の
シ
ー
ル
を
ご
存
知
で
す

か
？
こ
れ
は
青
少
年
健
全
育
成
協

力
店
シ
ー
ル
で
す
。

　

上
記
の
項
目
に
つ
い
て
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
店
舗
施
設
の
店

頭
に
貼
付
し
て
お
り
、
現
在
、
東

御
市
内
に
は
1
5
0
箇
所
あ
り
、

市
内
全
店
舗
施
設
の
約
3
分
の
１

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

東
御
市
内
の
全
て
の
店
舗
施
設

に
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

強
調
月
間
中
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
や
青
少
年
補
導
委
員
が
市
内

を
巡
回
し
ま
す
。

　

東
御
市
が
「
青
少
年
に
よ
り
良

い
ま
ち
」
に
な
る
よ
う
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

   地域の取り組みの紹介 

「子どもたちのために、
今、やらねば…」

　　　　　和地区青少年を有害環境から守る会会長
　　　　　和んぱく見守り隊会長

　　　　　　　　　　　　　　 小  山 　
こ やま

 峻 
たかし

　その時、和地区に、少年を有害環境から守る会を立ち上げる

べきかどうか、私は決断を迫られていた。

　県下一の有害自販機設置台数の多い東御市、その中で一番多

いのが和地区。かつて「和教育」と呼ばれ、学校・子どもを大

事にして来た風土が今尚残るこの地に、子どもの成長に相応し

くない環境を放置しておいて良いのか。だが、和地区の多くは

未だその事実を知らず危機感も弱い。撤去への気運が十分では

ない今、会を立ち上げて、果たして活動が位置付いていくのか。

2月、和地区諸団体代表緊急会議の中で、区長会長として議長

を務めながら、このような板ばさみの気持ちの中で「手をこま

ねいていても状況は悪くなるばかり。今こそ行動を起こさなけ

れば子どもたちが危ない」と、私は会の設立にゴーを出した。

昨年、早急に対策を講じ成果をあげている滋野地区の取り組み

を参考にして、和地区でも３月13日に設立総会を開催し、区長

会の強力な支援と地域住民の前向きな姿勢の中で、有害環境

NO運動の看板設置運動や署名活動が開始している。この間、

和小学校児童が安心して登校できるよう「和んぱく見守り隊」

も結成され、ボランティア２００余名が地域に不審者を寄せ付け

ない活動を実施している。

　世の中が大きく変化する中で、子どもの健全育成への道はま

だまだ遠い。しかし我々は大人の責務として、あせらずあきら

めず、地域ぐるみでねばり強く活動を継続していく覚悟である。
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　青少年育成市民会

議では健全育成強調

月間に併せ、青少年

が事件に巻きこまれ

ることの多い「ケ―

タイ電話」について

の講演会を計画しま

した。どなたでも聴講できます。振

るってご参加ください。

テーマ　「ケータイ安全教室」

内容○出会い系サイトや架空請求、

チェーンメール、いたずらメー

ルなどの対処法

　　○携帯電話利用に関するマナーや

モラルなど。

講師　NTTドコモ長野支店講師

日時　11月13日（月）午後7時～8時半

会場　中央公民館　講堂

講演会のお知らせ
  
有
害
環
境
N
O
宣
言
を
各
区
で
推
進
し
よ
う

　

毎
年
、
各
区
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
有
害
環
境
N
O
宣
言
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
年
々
関
心
も
高
ま
り
７
割
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ

宣
言
の
お
か
げ
で
自
販
機
業
者
の
誘
い
を
断
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
宣
言
は
「
こ
の
地
域
に
は
有
害
環
境
は
要
ら
な
い
」
と
い
う
意
思

表
示
で
す
。　

年
に
は
１
０
０
％
の
宣
言
率
に
な
る
よ
う
に
、
各
区
の

１９

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

割　合宣言区数全区数年　月

43％3171H16年２月

57％4171H17年２月

71％5171H18年２月

宣言区数の推移

東御市青少年育成市民大会のお知らせ
　この大会は、２年に一度開催される青少年の健全育成を願う市民のつど
いです。どなたでも参加できます。大勢の参加をお待ちしています。

●日時　１２月３日（日）　午後12時50分から３時45分まで
●場所　文化会館サンテラスホール　
●発表　＊田中小学校吹奏楽部演奏　＊東部中学校総合学習の取り組み　
●講演　「今、社会に望まれること」（仮題）
　　　　＊講師　伊藤芳朗弁護士　　　　　
　少年事件の事例を通して家庭や地域のあり方についてお話してくださいます。
●問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　�64－5885
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誕生日おめでとう！（ 11 月生まれ）

 白  倉 　 颯 人   くん（城ノ前）
しら くら はや と

（1歳、H17.11.3生）

ハッピーバースデイ颯人�パパもママも

颯人の成長を見るのが何よりも楽しみ♪

明るく元気に逞しく育ってネ！

 岡  松 　 想 空   ちゃん（加沢）
おか まつ そ ら

（1歳、H17.11.23生）

　そらちゃんお誕生日おめでとう。いつ

までもその愛くるしい笑顔で明るく元気

に育ってね�

 所 
ところ

　　 美 帆   ちゃん（本海野）
み ほ

（2歳、H16.11.3生）

　美帆ちゃん、お誕生日おめでとう。マ

マゴトより兄ちゃんと刀を持ってエイ！

ヤァ！が大好きで活発なお嬢ちゃん！

ジィ、バァに優しい美帆ちゃん大好きだ

よ。

 成 
なる

 澤 　
さわ

 蒼 
そう

 一 郎
いち

   くん（本海野）
ろう

（2歳、H16.11.29生）

　ボク、溺愛されて早２年。ボクのポッ

コリおなかはとーたんとかーたんからの

遺伝だったと気が付いた。

 成  澤 　 琉 偉   くん（曽根）
なる さわ る い

（1歳、H17.11.18生）

　いつも元気でニコニコのるい。お兄

ちゃん、お姉ちゃんが大好きで３人でい

つも大騒ぎ！我が家に笑顔と幸せをあり

がとう�

 東 
とう

 城 
じょう

　 沙 彩   ちゃん（大石）
さ や

（２歳、H16.11.2生）

　さやちゃん、２歳のお誕生日おめでと

う！笑顔のカワイイさやは、パパとママ

の大切な宝物�元気いっぱい、大きく

なぁれ！

 小  宮  山 　 麗 夢   ちゃん（常田）
こ み やま れ む

（２歳、H16.11.22生）

　２歳のお誕生日おめでとう！お兄ちゃ

んと遊ぶのが大好きで、ちょっぴりおて

んばな麗夢ちゃん♪いつまでもニコニコ

笑顔でいてね！

 谷  野 　 彰 宥   くん（田中）
たに の あき ひろ

（３歳、H15.11.14生）

　３才おめでとう！毎日たくさんのお話

と歌で父母を幸せにしてくれる彰宥�周

囲の愛に包まれて、大きくなぁれ。

 中 
なか

 沢 　　慶
ざわ

   くん（栗林）
けい

（3歳、H15.10.12生）
　うちの中では超元気なケイですが、一歩外
に出るとモジモジ…。はずかしがり屋さんな
のね�でもそんなところが大好きヨ！大き
く育ってくれてありがとう。

　１０月号に掲載した中沢くんの欄に不備がありました。
再度掲載し、お詫び申し上げます。

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆募集します!!☆
（対象者１2月生まれの３歳まで）

　写真・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生

年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企

画課広報担当までお送りください。記載漏れのある

ものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜

編集いたしますのでご了承ください。締め切りは、

 １１月１４日（火）必着。

お詫びと訂正
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（２００６年１１月）

　　（一味とうがらし少々でもよい）
　　にんにく（すりおろす）  …１かけ
オレンジリキュール  ……………少々
（またはブランデー）
�作り方
①レタスは氷水につけてパリッとさ
せてからせん切りにし、器に敷い
ておく。鶏肉は食べやすい大きさ
にそぎ切りにし、片栗粉大さじ２
を薄くまんべんなくまぶす。

②フライパンにオリーブ油大さじ２
を熱し、鶏肉をフライ返しなどで
押さえながら焼く。表面に軽く焼
き色がついたら返し、裏面も同様

に焼き、余分な油はふき取る。こ
の間にＡの材料を合わせておく。
③フライパンに●２ のソースを回しか
けてからめる。仕上げにオレンジ
リキュール（またはブランデー）
をたらし、一煮立ちさせて火を止
め、●１ の器に盛る。残りのソース
をかける。

鶏の照り焼きあんず風味
甘酸っぱさが鶏肉によく合います

�材料（６人分）
鶏胸肉 ………………………………３枚
レタス ………………………………適宜
　　あんずジャム（市販） ………１５０ｇ
　　しょう油・酒 …………各大さじ６
　　こしょう ………………………少々
　　豆板醤 ………………小さじ３／４

⑧

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

　

「
破
戒
」は
明
治
末
頃
の
部
落
差

別
の
現
実
を
表
現
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
共
に
そ
こ
に
生
き
た
当
時

の
被
差
別
部
落
の
人
々
の
苦
し
み

を
描
い
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
作

品
で
す
。

　

差
別
の
現
実
は
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
果
た
し

て
こ
の
時
代
と
し
て
は
、
そ
う
す

る
ほ
か
に
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
何

か
物
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
破

戒
に
は
、
そ
こ
に
差
別
を
解
消
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
展
望

が
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
下
手
を

す
る
と
、
こ
の
小
説
は
「
差
別
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
厳
し
さ
を

持
っ
て
い
ま
す
」
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
同
和
教

育
や
人
権
教
育
は
、
差
別
の
現
実

は
厳
し
い
が
必
ず
解
消
で
き
る
、

解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
明
る
い
展
望
を
も
た
ら
す
も
の

で
な
く
て
は
、
か
え
っ
て
差
別
の

ま
き
散
ら
し
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
は
、
た
び
た
び
言
わ
れ

て
き
た
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
、
兵
庫
県
三
木
市
教
育

委
員
会
同
和
教
育
室
長
を
さ
れ
た

田
中 
蔚 
さ
ん
の
文
を
紹
介
し
ま
す
。

し
げ
る

　

『
破
戒
』
の
「
第
拾
章
（
三
）」

の
叙
述
に
「
い
ず
れ 
紛 
い
の
無
い

ま
が

新
平
民
―
殊
に
い
や
し
い
手
合
い

と
見
え
て
、
特
色
の
あ
る
皮
膚
の

色
が 
明  
白 
と
目
に
つ
く
。
一
人
一

あ
り 
あ
り

人
の
赤
ら
顔
に
は
、 

烙  
印 
を
押
当

や
き 
が
ね

て
て
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
中

に
は
下
層
の
新
平
民
に
よ
く
あ
る

愚
鈍
な
目
付
を
し
な
が
ら
こ
ち
ら

を
振
返
る
も
あ
り
、
中
に
は
い
じ

け
た
、
お
ず
お
ず
と
し
た
様
子
を

し
て
盗
む
よ
う
に
客
を
眺
め
る
も

あ
る
」

　

そ
こ
に
は
現
象
を
皮
相
的
に
見

る
偏
見
だ
け
が
あ
り
、
辛
苦
の
底

を
生
き
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
人

間
を
、
そ
の
内
実
、
本
質
、
真
実

に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
深

い
洞
察
力
が
欠
落
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、

被
差
別
部
落
に
対
し
て
科
学
的
な

認
識
や
理
解
の
乏
し
い
多
く
の
読

者
に
限
り
な
い
偏
見
を
拡
散
し
、

知
的
に
も
心
情
的
に
も
差
別
の
合

理
化
に
根
拠
を
与
え
て
い
る
と

い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

…
…
と
。
私
も
、
ま
っ
た
く
同

感
で
す
。

Ａ

Ａ

東御市を代表して堂々の出場
第６１回国民体育大会秋季大会、第６回全国障害者スポーツ大会の県代表選手が市長訪問

　９月２７日、第６１回国民体育大会秋季大会（国体）に出場する選手が市役所を

訪れ、市長らから激励を受けました。選手はゴルフの高野飛鳥さん（東部高校）、

アーチェリーの春日夕美さん（長野救命医療専門学校）、相撲の高森涼太さん

（上田千曲高校・海善寺）の３名で、この日は高野さんと春日さんが出席し、

「県代表としてがんばりたい」と力強く抱

負を語っていました。この国体は兵庫県で

９月３０日から１０月１０日まで行われました。

　１０月６日には、第６回全国障害者スポー

ツ大会に出場する選手が市役所を訪れまし

た。選手はいずれも市内に住む陸上砲丸投げの花岡一郎さん、フライングディ

スクの柳沢幸江さん、平松裕さんの３名で、市長から激励を受けました。そし

て「メダルを目指したい」と意気込みを語りました。この大会は１０月１４日から

１６日まで兵庫県で行われました。

▲国体に出場した皆さん（左から３
　人目が高野さん、右から３人目が
　春日さん）

▲全国障害者スポーツ大会に出場し
た皆さん（左から平松さん、柳沢さ
ん、花岡さん）
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駅
伝
大
会
に

 　
　

向
け
て
の
決
意

　
　
　

北
御
牧
中
学
校  
三
年

　
 
山  
浦 　
 
正 
嗣
   
　

や
ま 
う
ら 

ま
さ 

し

　
　
　
    　

（
田
之
尻
）  

　

今
年
で　

回
を
迎
え
る
北
御
牧
中

４２

学
校
の
駅
伝
大
会
が
、　

月　

日
に

１１

１８

行
わ
れ
ま
す
。
今
で
は
、
生
徒
数
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
走

る
距
離
は
同
じ
で
す
が
、
区
間
数
が

減
っ
て
、
前
ま
で
は　

区
間
あ
っ
た

２６

も
の
が　

区
間
に
な
り
ま
し
た
。

２３

位
、
二
年
の
時
に
二
位
、
三
、
二
と

来
れ
ば
残
る
の
は
一
位
し
か
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
位
を
取

る
こ
と
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
走
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
一
人

一
人
が
練
習
し
て
い
か
な
い
と
、
そ

う
簡
単
に
は
、
一
位
は
取
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
一
位
を
取
る
た
め
に
も
、

み
ん
な
の
団
結
力
が
必
要
で
す
。
誰

が
ど
こ
の
区
を
走
る
か
と
い
う
の
も

勝
敗
の
駆
け
引
き
と
な
り
ま
す
。
中

学
校
で
最
後
の
駅
伝
と
な
る
の
で
、

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。　

月
は
け
っ
こ
う
寒
い
け
ど
、

１１

寒
さ
に
負
け
な
い
熱
さ
を
持
っ
て
臨

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

駅
伝
で
は
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
北
御
牧
中
学
校
が
あ
る

か
ぎ
り
駅
伝
大
会
が
続
い
て
ほ
し
い

で
す
。

　 
小
学
校
最
後
の
運
動
会

　
　
　

北
御
牧
小
学
校  
六
年

　
 
小 こ 
林 

ば
や
し　
 
紗 
季
   
　

さ 

き

　
　
　
　

（
下
八
重
原
東
）

　

九
月
三
十
日
、
私
達
に
と
っ
て
、

小
学
校
最
後
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ス
タ
ン
ツ
や
騎
馬
戦
は
五
年
生
と

一
緒
の
競
技
な
の
で
、
練
習
で
は
お

手
本
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

　

本
番
で
ス
タ
ン
ツ
は
み
ん
な
の
息

が
し
っ
か
り
と
合
っ
て
、
大
技
の
タ

ワ
ー
も
大
成
功
で
し
た
。

　

練
習
の
が
ん
ば
り
を
出
し
き
り
、

全
員
で
一
つ
の
技
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
て
、
お
家
の
方
も
感
動
し

て
く
れ
ま
し
た
。
小
学
校
最
後
の
運

動
会
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　 
が
ん
ば
っ
た

　
　

こ
う
か
ダ
ン
ス

　
　
　

北
御
牧
小
学
校 
一
年

　
 
後  
藤 　
 
沙 
綺
   
　

ご 

と
う 

さ 

き

　
　
　
　

（
羽
毛
山
）

　

き
ょ
う
は
う
ん
ど
う
か
い
の
ひ
で

す
。
さ
い
ご
の
き
ょ
う
ぎ
の
こ
う
か

ダ
ン
ス
は
、
は
た
を
も
っ
て
お
ど
り

ま
し
た
。
れ
ん
し
ゅ
う
の
と
き
は
み

ぎ
と
ひ
だ
り
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
で

す
。
ほ
ん
ば
ん
は
し
っ
か
り
み
ぎ
と

　

僕
は
、
一
年
の
時
に
駅
伝
大
会
で

　

区
を
走
り
ま
し
た
。　

区
は
オ
ー

１６

１６

プ
ン
区
間
と
い
っ
て
何
人
で
走
っ
て

も
い
い
区
間
で
、　

の
区
間
（
一
人

２２

で
走
る
）
に
入
ら
な
か
っ
た
人
が
走

る
区
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て

と
い
う
こ
と
で
す
ご
く
緊
張
し
て
い

ま
し
た
。
タ
ス
キ
を
も
ら
っ
た
瞬
間
、

タ
ス
キ
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
二
年
生
に
な
っ
て
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

一
年
の
時
の
結
果
は
、
三
位
で
し

た
。
二
年
生
の
時
の
結
果
は
、
二
位

で
し
た
。
一
年
も
二
年
も
、
い
ず
れ

も
ゴ
ー
ル
し
た
時
は
、
と
て
も
興
奮

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
必
ず
一
位
を
取
っ
て
思

い
出
に
残
る
よ
う
な
駅
伝
大
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
の
時
に
三

ひ
だ
り
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

一
ね
ん
の
は
た
の
い
ろ
は
あ
か
で

す
。
二
ね
ん
の
は
た
の
い
ろ
は
き
い

ろ
で
す
。
三
ね
ん
の
は
た
の
い
ろ
は

あ
お
で
す
。
四
ね
ん
の
は
た
の
い
ろ

は
み
ど
り
で
す
。
五
・
六
年
の
は
た

の
い
ろ
は

わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

で
も
は

た
の
い
ろ

の
く
み
あ

わ
せ
が
き

れ
い
に
で

き
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
一
階
に
あ
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
ひ

ろ
ば
」
は
、
主
に
就
園
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
が
自
由
に
遊
び
交

流
す
る
場
所
で
す
。
こ
こ
で
は
育

児
に
関
し
て
の
学
習
や
子
育
て
相

談
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
保
健
師

や
歯
科
衛
生
士
の
指
導
で
乳
幼
児

に
大
切
な
生
活
習
慣
や
食
習
慣
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
「
子
育
て
勉
強

会
」
、
豊
か
な
心
を
持
っ
た
子
ど

も
に
育
つ
こ
と
を
皆
で
考
え
る
育

児
講
座
「
ゆ
う
ゆ
う
子
育
て
」、助

産
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が

ら
育
児
に
関
す
る
悩
み
を
話
し
合

う
「
育
児
座
談
会
」、
親
子
で
絵

画
・
造
形
活
動
を
行
い
、
感
性
を

育
む
「
描
こ
う
！
作
ろ
う
！
」
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
の

助
言
や
指
導
を
受
け
な
が
ら
参
加

者
自
身
が
考
え
て
話
し
合
い
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

す
く
す
く
ひ
ろ
ば
に
は
お
母
さ

ん
と
来
館
す
る
お
子
さ
ん
が
多
い

の
で
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
来
館
す
る
お
子
さ

ん
も
い
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ほ

か
の
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
み
て
い

た
だ
い
た
り
、
お
母
さ
ん
の
相
談

に
の
っ
て
く
れ
た
り
と
、
世
代
を

こ
え
た
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
土
曜
日
に
は
お
父
さ
ん

と
来
館
す
る
お
子
さ
ん
も
多
く
、

一
生
懸
命
相
手
を
す
る
お
父
さ
ん

に
お
子
さ
ん
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

お
父
さ
ん
と
子
ど
も
が
一
緒
に
遊

ぶ
講
座
「
パ
パ
ト
ラ
イ
」
も
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
子
育
て
の
不
安
を
少
し

で
も
解
消
で
き
る
よ
う
に
、
市
の
子
育
て
に
関
す
る
制
度
や
事
業
、
施
設
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る「
東
御
市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」が
で
き
ま
し
た
。
す

く
す
く
ひ
ろ
ば
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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とうみ

　
　

月
３
日
、「
東
御
の
日
、
市
民
憲
章
及

１０
び
市
花
・
市
木
・
市
蝶
制
定
式
典
」
が
行

わ
れ
、
区
長
さ
ん
や
団
体
関
係
者
な
ど
大

勢
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に

市
役
所
正
面
玄
関
前
に
設
置
さ
れ
た
市
民

憲
章
碑
の
除
幕
式
を
行
い
、
保
育
園
児
と

と
も
に
関
係
者
が
除
幕
を
す
る
と
拍
手
が

沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

次
に
中
央
公
民
館
で
式
典
を
行
い
、
東

御
の
日
、
市
民
憲
章
、
市
花
（
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
）・
市
木
（
く
る
み
）・
市
蝶
（
オ
オ

ル
リ
シ
ジ
ミ
）
の
制
定
発
表
が
さ
れ
、
地

域
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
や
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
北
御
牧

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
あ
り
、
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
寸
劇
と
感
動
あ
る
ス
テ
ー
ジ

に
出
席
者
は
さ
か
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。（
東
御
の
日
、
市
民
憲
章
な
ど

の
詳
細
は
市
報
と
う
み　

月
号
に
掲
載
さ

１０

れ
て
い
ま
す
）

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
表
彰
状　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

産
業
振
興
功
労　

手
塚　

宏

社
会
福
祉
功
労　

寺
田
泰
明

社
会
福
祉
功
労　

中
村　

元

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労　

唐
澤
光
章

消
防
功
労　

冨
岡　

守

消
防
功
労　

小
林
敏
一

●
感
謝
状

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
功
労　

緑
の

サ
ポ
ー
タ
ー　

リ
ー
ダ
ー
武
林
美
寿
江

（
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
皆

さ
ん
は
市
報
と
う
み　

月
号
に
掲
載
さ
れ

１０

て
い
ま
す
）

 
東
御
の
日
、市
民
憲
章 
及
び

   
市
花
・
市
木
・
市
蝶
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

▲みんなで除幕したよ！

▲式典のようす

　

９
月　

日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

２９

「
平
成　

年
度
東
御
市
金
婚
祝
賀
式
」
が

１８

行
わ
れ
、
金
婚
を
迎
え
た　

組
の
夫
婦
の

６０

皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
っ
て
東
部
高
校
生
徒
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
ぶ
ち
あ
わ
せ
太
鼓
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
一
組
ず

つ
に
市
長
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら

慶
祝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
皆
さ
ん

は
感
無
量
の
様
子
で
し
た
。
金
婚
者
を
代

表
し
て
白
石
隆
爾
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も

社
会
活
動
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

東
御
市
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。」と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
皆
さ
ん
は
日
本
舞
踊
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
海
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

１０

１５

竣
工
式
典
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
約　

名
６０

が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
っ
て
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
待
望
の
オ
ー
プ

ン
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
コ
ー
ス
名
称
（
蓼
科
・
千
曲

・
烏
帽
子
）
の
披
露
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
の

経
過
報
告
、
コ
ー
ス
名
称
応
募
者
へ
の
記

念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

始
球
式
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
さ
っ
そ
く

緑
の
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
３
つ
の
コ

ー
ス
で
計　

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
ア
ッ
プ
ダ

２７

ウ
ン
が
多
か
っ
た
り
、
距
離
が
長
か
っ
た

り
と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▲皆さんの笑顔が印象的

▲始球式のようす

 
夫
婦
で
笑
顔

　
　

平
成　

年
度
東
御
市
金
婚
式

１８

 
誰
で
も
楽
し
め
る
コ
ー
ス

  
海
野
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
竣
工
式
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　市民の皆様のあたたかいご協力によりま

して、東御市保健補導員による複十字シー

ル募金は、

・９月の巨峰の王国まつりで　 18,106円

・10月の火のアートフェスティバルで 

　　　　　　　　　　　　　 　 6,900円

　合計　25,006円　が集まりました。

　全額を財団法人結核予防会長野県支部へ

送金しました。ありがとうございました。

◆複十字シー

ル運動は、

結核や肺が

んその他の

胸部に関す

る疾患をな

くして健康

で明るい社会を作るため、これらの病気

に対する知識の啓発と予防意識の高揚を

図るとともに、事業資金を集めることを

目的としています。

　　また、国内のみならず世界の結核を撲

滅するため、結核がまん延している途上

国への援助も目的としています。

●問い合わせ先

　健康保健課保健係　�64－8882

ま
し
た
が
、
適
地
適
木
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
、
日
本
一
の

く
る
み
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
く
る
み
会
議
等

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
市
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
と

確
信
し
ま
す
。
昨
年
田
中
知
事

が
来
庁
し
た
お
り
、
生
く
る
み

を
お
出
し
し
た
と
こ
ろ
会
談
中

ず
っ
と
食
し
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
期
間
限
定
の
生

く
る
み
の
ア
ピ
ー
ル
も
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

市
の
蝶
は
「
オ
オ
ル
リ
シ
ジ

ミ
」
で
す
。
ル
リ
色
に
輝
い
て

舞
う
姿
は
た
だ
見
と
れ
る
ば
か

り
で
す
。
保
存
会
の
皆
様
方
に

は
熱
心
に
保
護
育
成
に
努
め
て

い
た
だ
き
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。
な
お
、
昨
年
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
憲
章
、
市
花
等

の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
素
直

な
気
持
ち
で
、
市
民
の
皆
様
に

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

基
本
に
決
定
し
ま
し
た
。
末
永

く
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

合
併
三
年
目
を
む
か
え
、
東

御
の
日
、
市
民
憲
章
及
び
市
花

・
市
木
・
市
蝶
の
制
定
を
し
ま

し
た
。

　

東
御
の
日
は
十
月
三
日
で
す
。

議
員
か
ら
一
般
質
問
で
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
語
呂
も
よ
く
、

時
期
も
適
当
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
決
定
し
ま
し
た
。
発
展
的
に

「
と
う
み
」
の
語
呂
合
わ
せ
で
、

十
の
美
し
い
所
、
十
の
お
い
し

い
味
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

市
の
花
は「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」

で
す
。
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
と
い
え

ば
湯
の
丸
高
原
の
群
落
が
想
起

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
群
落

は
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
の
木
は
「
く
る
み
」
で
す
。

一
時
台
風
等
の
影
響
で
減
少
し

№27

平成19・20年度
物品・委託・建設工事等の入札 （見積り）

参加資格申請の手続きについて
　東御市が発注する物品の買入、

工事の請負等について、一般競争

（指名競争）入札及び随意契約（見

積り）に参加を希望される方は、

あらかじめ市への登録が必要です。

平成１７・１８年度に登録された方に

つきましても更新のための登録申

請が必要です。登録を希望される方は下記の要領により入札等参

加資格申請をしてください。

■受 付 期 間　平成18年12月11日～平成19年１月10日

■受 付 時 間　午前９時～午後４時

　　　　　　　（但し、午後０時～午後１時を除く）

■問い合わせ先　東御市役所　総務部総務課財政係

　　　　　　　　〒389-0592　東御市県281番地2

　　　　　　　　電話0268－62－1111（内線1122）

■有 効 期 限　平成19年４月1日～平成21年３月31日

■申請の要領　平成18年11月21日から市役所において配布いた

します。（郵送を希望の場合は、返信用封筒と

140円切手が必要になります。）市のホームページ

からもダウンロードできます。

 注意 　入札参加申請のうえ登録がされていないと、平成19・20

 　　 　年度の物品の納入、各種業務の委託、工事等の受注にお

  　　　いて市と取引ができません。

複十字シール募金
ご協力ありがとう
ございました
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
祝
福
…
…
…
…
…
野
中　
　

柊
・
著

�
天
下
布
武　

上
･
下

　
　
　
　
　
　

…
…
安
部
龍
太
郎
・
著

�
四
度
目
の
氷
河
期

　
　
　
　
　
　

…
…
荻
原　
　

浩
・
著

�
恋
い
ち
も
ん
め

　
　
　
　
　
　

…
…
宇
江
佐
真
理
・
著

�
ひ
と
か
げ

　
　
　

…
…
よ
し
も
と　

ば
な
な
・
著

◆
児
童
書

�
も
し
も
マ
マ
と
は
ぐ
れ
た
ら
…

　
　

…
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ピ
ヌ
ー
ル
・
絵

�
銀
の
ロ
バ

　

…
ソ
ー
ニ
ャ
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
作

�
空
に
う
か
ん
だ
大
き
な
ケ
ー
キ

…
…
ジ
ャ
ン
ニ
＝
ロ
ダ
ー
リ
・
作

�
う
ち
の
マ
マ
っ
て
す
て
き
な
の

　

…
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
・
絵

�
ゆ
ー
み
ぃ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　

…
…
と
だ　

か
ず
き
・
作

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

 　

月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

１１【
い
ろ
ん
な
国
の

       　
　
 
昔
ば
な
し
】

　

読
書
の
秋
で
す
！
今
月
は
〝
昔

話
〞
の
本
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

じ
っ
く
り
読
書
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

ペ
ロ
ー
の
昔
ば
な
し

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー：

作

白
水
社：

発

だ
い
く
と
お
に
ろ
く

　

せ
な
け
い
こ：

絵

　

童
心
社：

発

  
図
書
館
発

 
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

  
コ
ラ
ム 
図
書
館
の
し
ご
と  
そ
の
４

　

「
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
」
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

今
回
は
、「
予
約
・
リ
ク
エ
ス

ト
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
と
は
、
資

料
提
供
を
お
約
束
す
る
も
の
で
、

皆
さ
ん
が
求
め
る
資
料
が
貸
出
状

態
の
と
き
、
エ
コ
ー
ル
内
の
図
書

館
（
上
田
・
丸
子
な
ど
）
に
あ
る

場
合
は
申
込
み
用
紙
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
後
日
取
り
寄
せ
た
う

え
で
お
貸
し
ま
す
。
な
お
、
エ

コ
ー
ル
内
の
図
書
館
で
ど
こ
に
も

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
申

し
込
み
を
し
て
頂
き
、
後
日
「
選

書
委
員
会
」（
館
内
）
で
検
討
の
上
、

購
入
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
ー
ル
内
の
図
書
館

で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
「
休
日

に
東
御
市
立
図
書
館
に
来
て
予
約

し
た
が
、
仕
事
の
帰
り
に
上
田
の

図
書
館
で
受
け
取
り
た
い
」
と
指

定
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
の
用
紙
に

は
、
利
用
者
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ

て
い
る
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。
受

和
こ
ど
も
文
庫
に
よ
る

　

月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

１１�
日
時　
　

月　

日
（
土
）

１１

１８

　
　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容　

影
絵

　
　
　
　

「
マ
ッ
チ
う
り
の
少
女
」

　
　
　
　

大
型
紙
芝
居

　
　
　
　

「
て
ぶ
く
ろ
」

　
　
　
　

工
作

　
　
　
　

木
の
実
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な

　
　
　
　

も
の
を
作
ろ
う

　

月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
が
あ

１１

１０

り
ま
す

�
場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に

　
　
　
　

て　
　

:　

〜

１０

３０

�
対
象　

就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

取
り
の
際
は
、
記
入
し
た
利
用
者

カ
ー
ド
で
貸
出
を
し
ま
す
の
で
お

忘
れ
な
い
よ
う
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
予
約
本
が
貸
出
可
能

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
ら
こ
ち
ら

か
ら
電
話
に
て
連
絡
を
し
ま
す
が
、

連
絡
後　

日
を
経
過
し
て
も
来
館

１０

さ
れ
な
い
時
は
そ
の
予
約
が
取
り

消
し
と
な
り
ま
す
。
検
索
端
末
か

ら
打
ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
を
申

込
用
紙
と
一
緒
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
だ
け
で
す
の
で
、
手
間
も
か

か
り
ま
せ
ん
。
読
み
た
い
資
料
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
活
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
行

事

予

定
◆

�
風
が
強
く
吹
い
て
い
る

　
　
　
　
　

…
…
…
三
浦
し
を
ん
・
著

　

箱
根
の
山
は
蜃
気
楼
で
は
な
い
。
た

す
き
を
つ
な
い
で
上
が
っ
て
い
け
る
、

お
れ
た
ち
な
ら
。「
速

く
」
で
は
な
く
「
強

く
」。
目
指
せ
箱
根

駅
伝
！
超
ス
ト
レ
ー

ト
な
大
型
青
春
小
説
。

�
テ
ィ
ン
ブ
ク
ト
ゥ

　
　

…
…
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
・
著

　

犬
の
ミ
ス
タ
ー
・
ボ
ー
ン
ズ
と
飼
い

主
の
詩
人
ウ
ィ
リ
ー
は
初
め
か
ら
気
の

あ
う
仲
間
だ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ー
は
、
よ

く
ぶ
っ
続
け
で
話
を
し
て
く
れ
た
。
だ

か
ら
ミ
ス
タ
ー
・
ボ
ー
ン
ズ
は
、
言
葉

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
ウ
ィ
リ
ー
が
も

う
先
行
き
長
く
な
い

事
を
知
っ
た
ミ
ス

タ
ー
・
ボ
ー
ン
ズ
は

…
犬
と
飼
い
主
の
感

動
的
な
物
語
。

�
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
ペ
ン
ギ
ン

　
　
　
　
　
　

…
…
斉
藤　
　

洋
・
著

　

ペ
ン
ギ
ン
の
リ
ゲ
ル
の
願
い
は
、
空

を
飛
ぶ
こ
と
。
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
は
、

リ
ゲ
ル
に
3
つ
の
方
法
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
リ
ゲ
ル
は
そ
ら
を
と
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
か
な
？

難
し
い
と
思
う
こ
と

で
も
思
い
切
っ
て

や
っ
て
み
よ
う
！
か

ん
た
ん
だ
よ
！

�
や
き
い
も
の
日

　
　
　
　
　
　

…
…
村
上　

康
成
・
著

　

仲
良
し
の
友
達
と
、
大
げ
ん
か
を
し

て
し
ま
っ
た
女
の
子
。
家
に
帰
っ
て
み

た
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
た
き
火
を
し
て

い
ま
す
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
や
き
い
も

は
、
う
ま
い
ぞ
ー
」

そ
こ
に
は
、
さ
っ
き

け
ん
か
を
し
た
子
も

い
て
…

　　▲貸し出しのようす
　　　（北御牧中職業体験の写真）

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン  
⑧

　

い
つ
ま
で
も  
脳
い
き
い
き

　

「
認
知
症
に
は
な
り
た
く
な
い
」

と
誰
も
が
思
っ
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
認
知
症
は
予
防
は
も
と

よ
り
、
早
期
で
あ
れ
ば
回
復
も
で

き
る
の
で
す
。

　

体
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
に

年
に
一
回
健
康
診
断
が
あ
り
ま
す

が
、
脳
の
働
き
に
つ
い
て
は
確
認

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

脳
の
働
き
を
測
る
と
い
う
と
難

し
そ
う
で
す
が
、
実
は
、
簡
単
に

調
べ
ら
れ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

「
脳
の
働
き
が
衰
え
て
い
る
こ
と

が
他
人
に
分
か
っ
た
ら
恥
ず
か
し

い
な
あ
…
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
は
大
丈
夫
。
早
く

に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

改
善
が
で
き
て
、
回
復
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

体
と
同
じ
よ
う
に
早
期
発
見
・
早

期
対
応
で
す
。

　

知
っ
て
い
れ
ば
、
決
し
て
怖
い

病
気
で
は
な
い
認
知
症
。
知
る
こ

と
が
第
一
歩
で
す
。
各
区
で
行
っ

て
い
る
脳
い
き
い
き
教
室
で
脳
の

働
き
を
調
べ
て
、
い
つ
ま
で
も
い

き
い
き
と
し
た
脳
で
い
ま
し
ょ

う
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

東
御
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
６
４
―
５
０
０
０
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

 ケアポートみまき発 健康増進プラ座  水と健康  ⑩

プールへいってみよう！水中運動のすばらしさ
　温泉アクティブセンター　笹　沢　真　一　

　
　

月
号
で
「
お
風
呂
で
で
き
る
運
動
」

１０
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
は
水
中

運
動
の
す
ば
ら
し
さ
と
水
の
特
性
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
水
の
特
性
を
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
す
。

☆
浮
力

　

プ
ー
ル
に
入
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、

体
が
ふ
わ
っ
と
す
る
感
覚
を
味
わ
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
浮
力
で

す
。
肩
ま
で
水
に
浸
か
る
と
体
重
は
通
常

の　

分
の
１
に
な
り
ま
す
。
ま
た
水
中
で

１０
は
膝
や
腰
な
ど
に
か
か
る
負
担
も
軽
く
な

る
の
で
、
筋
肉
や
関
節
を
痛
め
ず
に
運
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
抵
抗

　

水
の
抵
抗
は
、
体
を
動
か
す
速
度
に
よ

り
変
化
す
る
の
で
、
自
由
に
負
荷
を
調
節

し
な
が
ら
筋
肉
に
刺
激
を
与
え
、
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
水
圧

　

体
の
表
面
に
均
等
に
か
か
る
も
の
で
は

な
く
、
水
深
が
深
く
な
る
ほ
ど
圧
力
が
増

加
し
ま
す
。
肩
ま
で
水
に
浸
か
る
と
約
1

2
0
0
キ
ロ
も
の
水
圧
が
か
か
り
、
な
ん

と
ウ
エ
ス
ト
が
約
３
〜
５
セ
ン
チ
も
細
く

な
り
ま
す
。

☆
水
温

　

プ
ー
ル
に
入
る
と
体
は
体
温
が
低
下
す

る
の
を
防
ご
う
と
防
衛
本
能
が
働
き
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
心
臓
の
活

動
を
盛
ん
に
し
、
血
液
の
循
環
を
促
進
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
新
陳
代
謝
が
活
発
に

な
り
ま
す
。

　

水
中
運
動
は
、
水
の
特
性
に
よ
り
体
に

良
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
泳
げ
な
い
方
で

も
水
に
顔
を
つ
け
ず
に
済
み
ま
す
し
、
転

ん
で
も
水
中
で
す
の
で
ケ
ガ
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
腰
や
膝
が
痛
い
方
や

肥
満
の
方
は
陸
上
で
の
運
動
は
負
担
が
大

き
い
で
す
が
、
水
中
で
は
負
担
が
少
な
く
、

運
動
が
し
や
す
い
の
で
す
。
ま
た
、
水
に

は
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
あ
り
、
体

を
浮
か
せ
る
と
と
て
も
気
持
ち
よ
い
も
の

で
す
。

　

プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動
を
体
験
し
た
こ

と
の
無
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
プ
ー
ル
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
水
の
す
ば
ら
し
さ

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

参
照
資
料　

年
中
夢
中
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　
　
　
　

グ　

小
野
倫
明

●
問
い
合
わ
せ
先

　

温
泉
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

　

（
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
）

　

�　

―
６
０
０
６

６１

▲手先を使った認知症予防教室

▲

ゲ
ー
ム
に
笑
い
は
つ
き
も
の
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とうみ

第3回  総合体育大会結果（敬称略） 10月１日　参加総数3,004名

３　　　　　　　位準　　優　　勝優　　　　勝部　　　　門競 技 種 目

田　　　中・東部ヒゲソレーズ　　和滋　　　野軟 式 野 球

祢　津　Ａ田　中　Ｂ和　　　Ａ男子
ソフトボール

田　　　中滋　　　野祢　　　津女子

ら い で んアンダー 35コトヒラ工業男子
バレーボール

きたみまきＢ祢　津　Ｂ祢　津　Ａ女子

堀口　拓也・小山莉勇矢井出　優也・宮下　和樹桜井　晧太・岩崎　　遼小学５・６年男子

ソフトテニス

山崎　樺純・小島　　愛土屋　　愛・金箱　　碧大崎　華奈・桜沢　香澄小学５・６年女子

持田　　厚・南沢　一郎清水　国夫・桜井　裕樹宮沢　靖志・土屋　貴史一般男子

中島農夫彦・井出　光夫近喰　和夫・矢野　義人柳沢　政勝・池田　一彦成年男子

阿部美代子・柳沢真由美三井　敏子・宮崎　良子斎藤　福枝・碓氷　昌代一般女子

小田中　豊・竹原　祐斗常田　翔矢矢澤　佑貴小学２年生以下男子

剣　　　　道

橋本　澪怜今井　胡桃拓殖　映結小学２年生以下女子

高橋　竜平・柳澤　佑哉白倉　雄太今井　郁海小学３・４年男子

斉藤　水希高島　里歩小宮山　萌小学３・４年女子

田中　優磨・上原　　歩土屋翔太郎丸山　修平小学５年男子

矢澤　達也・細谷　　涼今井　水輝堀田　　廉小学６年男子

赤尾奈津実渡辺　祥子小学６年女子

和剣道スポーツ少年団・東御市剣道教室尚武館剣道スポーツ少年団北御牧剣道スポーツ少年団団体

日信工業㈱・コトヒラ工業㈱田　　　中Ｇ　Ｏ　Ｋバスケットボール

東 部 蹴 球・こばやはぎ東 部 高 校ＣＥＲＥＪＡサ ッ カ ー

城　　　Ａ南　　　部下　之　城総合ゲートボール

田口　　勉・桜井　得二滝沢　郁也・北沢　貴史桜井　俊也・長谷川寛樹男子ダブルス
テ ニ ス

内藤　明香・桜井知恵子春原　嘉子・中村　昌子松井　法子・小林　　綾女子ダブルス

太田　　晃（田中小）・渋谷　周平（田中小）太田　　聡（田中小）林　　大介（和小）小学１・２年男子

柔　　　　道

羽柴　敦樹（滋野小）・宮森　映瑠（田中小）小林　耀平（祢津小）小川　隼矢（和小）小学３・４年男子

松林　輝親（田中小）・田中　佑希（和小）中村　祐太（田中小）濱田　　翔（田中小）小学５・６年男子

友野　　桜（祢津小）・田中　　愛（和小）友野　　葵（祢津小）上原万智子（田中小）小学１～３年女子

山浦　榛佳（和小）・鳴沢美沙季（北御牧小）中村　凪沙（和小）小山　由香（田中小）小学４～６年女子

宮森　奎成（東部中）・池田　智也（東部中）若林　大祐（東部中）小林　将太（東部中）中学生男子

坂口　仁美（東部中）福島布美夏（東部中）中学生女子

小山　将太・土屋　　洋荻原　治樹峰田　直俊一般の部（有段者）

川村　英明・渋谷　洋一和方　俊之小林　邦俊一般の部（無段者）

戸田　裕子（和）手塚　　暢（田中）山本　大智（滋野）個人近的の部

弓　　　　道
戸田　裕子（和）荻原　清人（北御牧）手塚　　暢（田中）個人遠的の部

柳田　奈美（滋野）個人初心者の部

　　和田　中　Ａ滋　　　野団体

山岸　忠男（田中）小島　治男（本海野）小田中時太郎（加沢） ８０才以上男女の部

マ レ ッ ト
ゴ ル フ

小川　　忠（県）新井　節男（金井）滝沢　満良（本海野） ７０～７９才　男

西沢　清志（常田）田畑　宗郎（西宮）後藤　高男（新屋） ６９才以下　男

西沢　徳子（常田）中村のぶ代（県）山越　昭子（西宮） ６８才～７９才女

小川　幸子（県）古川まつ子（白鳥台）細山　文子（県） ６７才以下　女

ＯＣＥＡＮフリースタイルⅠた ん ぽ ぽビーチボール

佐藤　幸彦・田辺いく子竹花はつ子・北沢　盛太桜井　英一・荻原　章司

フライングディスク

身障者協会

柳沢　芳夫・佐藤　一江片岡　禎一・丸山　光伊井出　正春・山岸幸太郎

金井　久恵佐藤　光子高藤　光友・掛川　　誉

ＢチームＣチームＡチーム

ゲートボール
山岸幸太郎・竹花はつ子片岡　禎一・長谷屋　基丸山　光伊・掛川　　誉

荻原　章司・保科　安正佐藤　光子・田辺いく子柳沢　芳夫・金井　久恵

北沢　盛太高藤　光友佐藤　幸彦

参加者３3名ヘルシーダンス

ドッジスピリッツ（祢津小）挑戦魂３号（滋野小）ジダンとマテラッティ（滋野小）ロープジャンピング１０

チャレンジ
・ザ・ゲーム

アフロヘアー（滋野小）ハッピークローバー（滋野小）むらさきスミレ（田中小）１輪車リレースピードの部

ねんちゅう（くるみ幼稚園）ちゅうりっぷ男１（くるみ幼稚園）なかよし４人組（田中小）１輪車リレータイムの部

和プッチンプリン（和小）ドッジスピリッツ（祢津小）和ピーチガールズ（和小） １０人馬跳びリレー

中沢　泰誠（滋野小）中沢　　丈（和小）小学４年以下男子

卓　　　　球

花岡　美祈（祢津小）丸山　茶和（和小）小学４年以下女子

橋本　大空（滋野小）山本　誠也（祢津小）小学５・６年男子

石和　成美（田中小）・阿部華奈子（和小）橋本　美空（滋野小）高木　優佳（田中小）小学５・６年女子

土屋　法之（和）花岡　尚人（祢津）中学生男子

小林由里香（祢津）・丸山　晴佳（和）北川はるか（田中）佐藤　歩実（滋野）中学生女子

花岡　　高（祢津）・佐藤　　昌（滋野）田中　智章（田中）倉見　　勝（滋野）一般男子

橋本　清美（滋野）・五味　房子（北御牧）梅香　美咲（田中）中澤恵利華（田中）一般女子

　　和　　・祢　　　津滋　　　野田　　　中団体戦

伊藤　　稔小西　　学樋村　昭三グラウンドゴルフ

▲▲ソフトボールソフトボール

▲▲ロープジャンピング10ロープジャンピング10
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こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋2（－５）１５（146）０（12）１５（134）件数

＋1（－36）１９（181）０（14）１９（167）傷者

０（＋１）０（２）０（１）０（１）死者

市内交通事故統計　９月分　　　　　　
９月30日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の９月の出動件数＝

火災　１件（16件）　救急 85件（824件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１７年９月平成１8年９月

33.6℃（２日） 34.4℃（10日） 最高気温

9.4℃（30日） 9.4℃（24日） 最低気温

21.5℃　　　　19.9℃　　　　平均気温

77.9％　　　　78.5％　　　　平均湿度

62.0㎜　　　　103.0㎜　　　　降 水 量

 1１月の納税 （納期1１月30日）

�固定資産税（４期）

�国民健康保険税（６期）

�介護保険料（５期）

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

特別障害給付金制度について
　この制度は、障害基礎年金や障害厚生年金等を受給し

ていない障害者に対して給付金の支給を行う制度です。

　対象者は、

�平成３年３月以前の国民年金任意加入対象であった学生

　または、

�昭和61年３月以前の国民年金任意加入対象であった

厚生年金等に加入していた方の配偶者

であって、任意加入していなかった期間中に初診日のあ

る傷病が、現在で障害基礎年金の１、２級相当の障害の

状態にある方です。

　請求書の受付は市役所国保年金係で行っています。給

付金の支給は、請求書を受付した月の翌月分からとなり

ます。

　障害認定事務は、過去の状況を確認する必要があるこ

とから、非常に時間がかかる場合があります。それぞれ

のケースにもよりますが、支給の決定まで数か月必要と

なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

支給が決定した場合には、請求書の受付月の翌月分まで

さかのぼって支給されます。

　なお、前年の所得や年金受給の状況によって支給が制

限されることがあります。

 ●問い合わせ先 
　 小諸社会保険事務所　�（0267）22－1080
　 市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
　（お問い合わせの際は、年金証書又は年金手帳、納付書記載の基
礎年金番号をお示しいただくと、より早くご案内できます。）

　

　　　予防接種は「医療費控除」になるの？

　　　毎年、インフルエンザ対策で大勢の方が予防接種

　　　をされています。

　予防接種は、医療機関等で医師の判断のもと行われる

ので、医療費控除の対象になると思われがちですが、あ

くまで「予防目的」のための接種ですので、控除の対象

とはなりません。

　医療費控除では、本人又は家族がその年に支払った医

療費が一定額以上の場合、確定申告をすることで税金の

還付を受けることができます。

　医療費控除についてご不明な点は、税務課住民税係へ

お問い合わせください。

※「一定額」とは……

　（その年に支払った医療費）－

　　　　　　　（保険金などで補填される金額）＝（Ａ）

　（Ａ）－（１０万円又は所得金額の５％のどちらか少ない額）

＝医療費控除額（最高200万円）

●問い合わせ先　税務課  住民税係  �64－5877（直通）

東御市社会福祉協議会（９月中の受付分です）

匿　　　　　名　様 3,000円

道の駅「雷電くるみの里」様 車イス

匿　　　　　名　様 1,513円

善 意 を あ り が と う

Q

Ａ

（２００６年１１月）

＊お詫び　今までの望月警察署管内の統計数字が間違
　　　　　っていました。今月より訂正いたします。
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とうみ

（２００６年１１月）

こ
ん
に
ち
は

 
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
 　
   
保
健
師
で
す

   
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う
！

 岩  下  由  美 保健師
いわ した よし み

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
は
違
い
ま
す

　

普
通
の
「
か
ぜ
（
普
通
感
冒
）」
と
混

同
さ
れ
が
ち
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す

が
、
高
熱
が
で
る
だ
け
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
重
症
化
、
合
併
症
を
も
引

き
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
感
染
症
で
す
。

対
策
の
た
め
に
ま
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
「
か
ぜ
」
と
の
違
い
を
正
し
く
認

識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
「
か
ぜ
」
は
、

原
因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス
の
種
類
が
異
な

り
ま
す
。「
か
ぜ
」は
の
ど
や
鼻
に
症
状

が
現
れ
る
の
に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
急
に　

〜　

度
の
高
熱
が
で
る
の

３８

４０

が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
倦
怠
感
、
筋

肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
も
強

く
、
こ
れ
ら
の
激
し
い
症
状
は
通
常
5

日
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。
ま
た
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
を
併
発
し
や
す
く
、
重
症
化

す
る
と
脳
炎
や
心
不
全
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
、
体
力
の
な
い
高
齢
者
や
乳
幼

児
な
ど
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
７
か
条

１
、
栄
養
と
休
養
を
充
分
と
る
。（
抵

抗
力
を
保
ち
、
か
か
り
に
く
い
体
調

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。）

２
、
人
ご
み
を
避
け
る
。

　

（
感
染
を
避
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。）

３
、
部
屋
の
中
で
は
適
度
な
温
度
と
湿

度
を
保
つ
。

（
乾
燥
し
て
い
る
と
ウ
ィ
ル
ス
が
長
く

空
気
中
を
漂
う
の
で
、
湿
度　

%
以

６０

上
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。）

４
、
手
洗
い
と
う
が
い
を
励
行
す
る
。

　

（
こ
れ
こ
そ
基
本
で
す
。）

５
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
。

　

（
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。）

６
、
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
る
。

　

（
主
治
医
に
相
談
し
な
が
ら
接
種
を

し
ま
し
ょ
う
。　

歳
以
上
の
方
に
は

６５

市
か
ら
補
助
が
で
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。）

７
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

す
ぐ
治
療
。

　

（
早
め
の
受
診
で
早
く
治
す
こ
と
が
感

染
拡
大
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
　　  NNNNNNNNNNoooooooooo..........22222222226666666666No.26

●何が資源物として出せるの？

Ｇパンなどのズボン類やＹシャツ、セーターなどの毛糸類が出せます。

●これらはストックヤードに出さないでください。

クリーンセンターに直接持ち込むか、または燃えるごみの日にお出しください。

 

ふとんなど寝具　　座布団類　　  　カーテン

Ｑ　資源として出せない衣類はどんな物ですか？

Ａ　洗濯してあれば、ほどんどの物が資源になります。スキーウエアもＯＫで

す。ただし、ビニール製のカッパ、ペンキなどで汚れがおちない衣服、いた

みのはげしい衣服・肌着類は資源物にならないので燃えるごみの日にお出し

ください。

　　北御牧地区は分別ポスターにそって、雨に濡れない様に透明ビニール袋ま

たは指定袋に入れ、 区とお名前を記入してから、決められた日に各公民館

等へお出しください。また、寝具類や座布団類など、大きな物は粗大ごみと

して「川西組合最終処分場」へ直接持ち込みするようお願いします。

クリーンリサイクル係
�63－6814

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

資
源
物 【
古
布
類
】 の

分
別
排
出

 　

資
源
物
と
し
て
出
す
古
布
類
で
、
資
源
と
し
て

 
再
利
用
で
き
る
も
の
は
主
に
衣
類
で
す
。

 　

き
ち
ん
と
た
た
ん
で
ひ
も
で
し
ば
り
、
ス
ト
ッ

 
ク
ヤ
ー
ド
に
は
き
れ
い
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

 　

ま
た
、
小
物
類
は
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

 
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資源になる衣類は、　　きちんとたたみひもで　　　ストックヤードには
　　　　　　　　　　　しばって、　　　　　　　　きれいに入れましょう。

ほかに
じゅうたん、台所マット、
はんてん等の綿入りのもの、
犬・猫などペットに使った
もの、カバンや靴などです。

ほかに
ゆかたなどの着物、ポロシャツ、
Ｔシャツ、スカートなどの衣類で、
きれいに洗濯されている物です。
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交通事故防止のために
日向が丘区老人会・育成会三世代交通安全教室

みんなで芸術に親しむ
火のアートフェスティバル

　１０月１４・１５日、芸術むら公園で「２００６火のアート
フェスティバル」が行われ、親子連れなど大勢の市
民で賑わいました。
　１４日の開会セレモニーではテープカットが行われ、
このお祭りを楽しみにしていた市民から歓声と拍手
があがりました。ステージでは北御牧中学校吹奏楽
部や市民が参加したバンド、プロミュージシャンが
次々と登場し、観客は充実した音楽を楽しんでいま
した。
　１５日には、北御牧地区と交流している新潟県上越
市名立区の皆さんが訪れ、カニ汁を販売したり、名
立太鼓連中の皆さんがステージで演奏するなど会場
を盛り上げていました。
　このフェスティバルの象徴ともいえる登り窯では、
開会より一日早い１３日に火入れ式が行われ、２３００点
余りの作品が１３００度の高温で焼成されました。来場
者はときおりあがる黒煙に驚きながら興味深く見て
いました。

ートピックスー　地域の話題

　１０月７日、専門的な交通安
全研修を受けたシルバーリー
ダー（市交通指導員・補導員
４名）の皆さんを中心に日向
が丘区で三世代交通安全教室
が行われました。子どもから
高齢者まで参加し、みんなで
クイズをしながら楽しく交通
安全の知識を習得。交通安全
は熱意ある市民の皆さんによ
って支えられています。

（２００６年１１月）

　１０月２日、東御市商工会館において「とうみレッツ号受付セン
ター開所式」が行われ、約５０名が出席しました。関係者のあいさつ
のあと概要説明や運行会社への運行委託書授与などが行われました。
「とうみレッツ号」という愛称は公募により選定したもので、命名
者の清水カヨ子さんに記念品が贈られました。式典のあと出席者は
受付センターを視察し、市民の足となるシステムがどのようなもの
か質問をしていました。発車式ではテープカットが行われ、車両が
市内５つのエリアに向けて早速出発していきました。

デマンド交通、発進！
とうみレッツ号受付センター開所式

▲煙がモクモク！すごいな！

▲北御牧中吹奏楽部のステージ

夜間の事故防止目指して
交通安全ピカピカペッタンコ作戦

　９月２９日、交通安全関係者
による「交通安全ピカピカ
ペッタンコ作戦」が市内の
スーパーなど３か所で行われ
ました。これは靴やかばんに
反射材つけてもらうことで事
故防止を図ろうとするもので、
夜にウォーキングするという
男性は「これはいいね」と言
いながらつけていました。

▲秋の味覚を楽しみました！
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ートピックスー　地域の話題

とうみ

　１０月２１日、文化会館サン
テラスホールで認知症予防
講演会が行われ、臨床心理
士の高槻絹子さんの話を聞
こうと多くの市民が参加し
ました。高槻さんはあえて
「ボケ」という言葉を使い、
「ボケは小ボケ、中ボケ、
大ボケと分けられ、早期発
見すれば治せる」と説明し、
ユーモアのある話に笑いが
起こっていました。

早期発見が大事
認知症予防講演会

（２００６年１１月）

で
き
ご
と
短
信

９
・　

〜　

▼
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の

２３

２４里
３
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

・　

▼
田
中
駅
前
で
防
犯
啓
発
活
動

１０

１１

　

・　

〜　

▼
東
御
美
術
会
第
十
会
テ

１０

１１

２０

　
　
　
　

ー
マ
展
―「
街
道
」を
描
く
―

が
行
わ
れ
る
（
サ
ン
テ
ラ
ス

ホ
ー
ル
）

　

・　

▼
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

１０

２１

地
区
懇
談
会
（
滋
野
地
区
）

世界の文化・日本の文化
異文化交流講演会

　１０月９日、中央公民館
で「生涯学習市民大学講
座異文化交流講演会」が
行われ、異文化コミュニ
ケーターのマリ・クリス
ティーヌさんの講演を聞
こうと約１００名が参加し
ました。参加者は国際経
験豊かな講師の話を熱心
に聞いていました。

　９月１７日、上田市で
「第２回太郎山カップ
ドッジボール大会ファー
ストステージ」が行われ、
上小１６チームのなかで東
御市ドッジボール少年団
の東御スピリッツが見事
に優勝しました。皆さん
はセカンドステージでの
総合優勝を目指して日々
練習に取り組んでいます。

東御スピリッツ絶好調！
太郎山カップドッジで優勝

　こちらは東御消防署に勤務している東城麻衣さんと久保大樹さん
です。今年の４月に職員として採用され、長野県消防学校で半年間
訓練を重ねてきました。１０月６日に卒業し、１０日に市長へ卒業報告
をしました。東城さんは東御消防署で初めての女性消防士で「女性
に安心していただける消防署になればいいです」と話していました。
久保さんは「憧れの消防士になれたのでがんばりたいです」と意気
込みを語りました。消防署にフレッシュな消防士が加わり、先輩た
ちとともに市民の生命と財産を守る任務にあたります。

東御消防署にフレッシュな消防士誕生！

県内から高齢者が集結
長野県老人クラブ大会が東御市で行われる

　９月２７日、文化会館
サンテラスホールで
「第４７回長野県老人ク
ラブ大会」が行われ、
県内から多くの高齢者
が参加しました。東御
市老人クラブ連合会も
主催団体の一つとなっ
ており、小川原清司会
長があいさつをするな
ど皆さんが大会の成功
を支えました。
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▼
秋
も
本
番
で
す
。　

月
は
秋
の
風

１０

物
詩
と
も
い
え
る
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
、
芸
術
の
秋
に

親
し
ん
だ
方
も
多
い
で
し
ょ
う
▼
季

節
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
芸
術
む
ら

公
園
に
あ
る
梅
野
記
念
絵
画
館
を
訪

れ
、
現
在
開
催
中
の
「
早
世
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
Ⅱ
」
を
観
覧
し
ま
し

た
。
若
く
し
て
無
念
の
死
を
と
げ
た

３
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

▼
私
は
学
校
の
美
術
の
時
間
が
あ
ま

り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ゆ
え
に
美
術
に
関
す
る
知
識
も
な
く
、

「
私
に
は
絵
心
が
な
い
」
と
決
め
つ

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
勢
を
揺
る

が
せ
た
の
は
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

の
絵
に
対
峙
す
れ
ば
、
自
然
と
心
が

生
ま
れ
ま
す
よ
」
と
い
う
同
館
佐
藤

学
芸
員
の
言
葉
で
し
た
▼
未
だ
私
の

美
術
に
関
す
る
知
識
は
皆
無
に
等
し

い
の
で
す
が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
自

分
で
自
分
の
幅
を
せ
ま
く
し
て
い
る

こ
と
、
逆
に
言
え
ば
人
間
の
可
能
性

は
何
歳
に
な
ろ
う
と
輝
き
を
失
う
こ

と
は
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
▼　

月
に
は
丸
山
晩
霞

１１

記
念
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
美
術
に
ふ

れ
あ
え
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
家
族

で
、
友
達
同
士
で
、
あ
る
い
は
心
静

か
に
一
人
で
…
市
内
の
美
術
館
め
ぐ

り
が
き
っ
と
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ

う
。　
　
　
　

（
市
報
担
当　

久
保
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,302世帯（＋９）

総人口
32,252人（－７）
男 15,816人 （－７）
女 16,436人 （±０）

（１０月１日現在）

人の動き

転入101人（－10）
転出  95人（－17）
出生  16人（－11）
死亡  29人（＋４）
 ※カッコは９月対比

　

皆
さ
ん
も
青
春
時
代
に
「
熱
い
思
い
」
や
「
強
い
憧

れ
」
を
抱
い
て
何
か
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
絵
を
描
い
た
四
谷
自
身
も

「
言
葉
で
は
上
手
く
伝
え
ら
れ
な
い
熱
い
情
熱
」
を
画

布
に
ぶ
つ
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
彼
は

中
学
卒
業
後
就
職
、
工
場
で
旋
盤
を
ま
わ
し
、
汗
と
油

ま
み
れ
に
な
っ
て
働
く
日
々
で
し
た
が
、
ど
ん
な
に
疲

れ
よ
う
と
も
、
ど
ん
な
に
忙
し
か
ろ
う
と
も
、「
絵
を
描

く
こ
と
を
忘
れ
る
な
」
と
自
己
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま

し
た
。

　

四
谷
が
残
し
た
「
自
分
は
激
し
い
も
の
を
描
き
た
い
。

し
か
し
、
自
分
の
心
の
中
に
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
も
の

は
何
一
片
も
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
分
に
な
い
も

の
へ
の
純
粋
な
憧
れ
な
の
で
す
。
そ
の
憧
れ
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
て
彼
は
絵
に
没
頭
し
た
の
で
す
。

　

め
ら
め
ら
す
る
熱
気
の
中
に
、
陽
炎
の
よ
う
に
浮
か

び
上
が
る
一
本
の
瓶
は
、
画
面
で
は
絵
の
具
を
え
ぐ
っ

て
凹
で
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
体
と
も
虚
像
と
も

そ
の　
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四　

谷　

十
三
雄 
作
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見
え
ま
す
。
激
し
い
色
調
の
中
に
は
孤
独
感
も
た
だ

よ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
絵
を
描
く
こ
と
で
、
彼
は
自
分
に
問
い
続
け
た
の

だ
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
る
絵
が
、
描
い
た
彼
を
変
え
、

大
き
く
す
る
。
作
者
と
作
品
と
の
、
そ
の
相
関
関
係
の

緊
張
は
息
を
呑
む
ば
か
り
で
あ
る
。」（ 
洲  
之  
内 

す 

の 

う
ち 
徹 
「
き

と
お
る

ま
ぐ
れ
美
術
館
」
よ
り
）
今
の
時
代
、
誰
が
こ
の
よ
う

な
絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
四
谷
十
三
雄
は
初
め
て
の
個
展
の
案
内
状
を

印
刷
所
か
ら
受
け
取
っ
た
帰
路
、
自
動
車
事
故
に
遭
い

意
識
不
明
の
ま
ま
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
ど
れ
ほ
ど

無
念
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
四
谷　

歳
で
し
た
。

２５

　

彼
の
遺
作
は
縁
あ
っ
て
当
館
に　

点
収
蔵
さ
れ
て
お

２９

り
、
開
催
中
の
「
早
世
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
Ⅱ
」
展

で
、
大
作
を
主
に
９
点
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
若

い
方
に
は
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
、
い
や
見
る
べ
き

だ
と
「
熱
く
」
思
っ
て
い
ま
す
。

（
梅
野
記
念
絵
画
館
学
芸
員　

佐
藤
聡
史
）
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よ
つ 

や 

と 

み 

お

横
浜
市
生
。
中
学
卒
業
後
、
富
士
電
機
川
崎
工
場
就
職
。
1
9
5
8
年
横
浜
造
形
芸
術
研
究
所
の
夜
間
部
で
学
ぶ
。
1
9

6
3
年
銀
座
で
の
初
個
展
の
案
内
状
を
印
刷
所
か
ら
引
き
取
り
帰
宅
途
中
、
第
二
京
浜
で
事
故
に
遭
い
死
去
。
享
年　

歳
。

２５

画
友
に 
星  
野  
鐵  
之 
氏
、

ほ
し 

の 

て
つ 
ゆ
き

 

芥 
あ
く
た 
川  
麟  
太  
郎 
氏
。
当
館
の
他
、
平
塚
市
美
術
館
、
宮
城
県
美
術
館
に
収
蔵
。

が
わ 
り
ん 

た 

ろ
う


